
ワイズマン（ID:0000006845）リーフ・ダイジェストまとめ 

 

▼EP-1：湧々不穏グールデイ 

【リーフ：1-0210】 

 

● 

 ワイズマンとイヴ・カテリーナは、憩いの場から少し離れた場所でヴァーニーと合流して

いた。念のため、イヴが使い魔を飛ばして周囲を警戒する一方、ワイズマンはヴァーニーの

隣を歩きながら何気なく――という様子を装いながら――問いかける。 

「……内通者がいるのではと考えますが、ヴァーニー様には、心当たりはありませんか？」 

「さあ、どうだろうね」 

 どこか、はぐらかすようにも取れる反応を見せながら先を急ごうとするヴァーニー。その

前を遮るように進み出ると、ワイズマンは軽く挑発しながらヴァーニーの目を見る。 

「貴方も疑わしいのですよ、ヴァーニー様」 

 ヴァーニーが内通者か否か、まずは白黒ハッキリさせる所からだと睨みつけるようにヴ

ァーニーを見るワイズマン。そんな彼の問いかけに、ヴァーニーは「内通者じゃないよ」と

言い放つ……が。 

（――慌てた？） 

 一瞬、ほんの一瞬。ヴァーニーが慌てたようにワイズマンには見えた。感情を察知するの

に長けたワイズマンでなければ、見逃してしまったかもしれない僅かな機微。 

 それを、イヴもまたハッキリと感じ取っていた。顔色を表に出さないように出来るだけ隠

しながらも、このままヴァーニーをアンリィに合流させてはいけないのではないか――と

いう、漠然とした予感が胸を突いた、その時。 

 『月』のアルカナが何かを知らせる。どこかに、何者かが隠れていると。 

「ワイズマン、敵が隠れているのじゃ」 

「敵？ グールか、それとも……」 

 工作員だという可能性もある。ヴァーニーを更に問い詰めたかったが、まずは敵への対処

だと身構えるワイズマン。彼らの頭上で、イヴの使い魔が小さく啼いた。 

「そこじゃ！」 

 視覚と聴覚を共有するイヴが、グールの接近を察知する。ワイズマンは素早く呼吸を整え

集中力を高めると、愛を込めて黒き魔弾を放った。そんなワイズマンへ接近し、グールは鋭

く噛みつく。 

「ワイズマン……！」 

「大丈夫ですよ」 

 『月』の反動で思うように動けないイヴへ、案ずることは無いとワイズマンは答える。杖

を振るって魔法を放ち、ワイズマンは手早くグールを仕留めてしまう。 



 倒れたグールを見届け、イヴとワイズマンが一息つく。だが、すぐにイヴが周囲を見回し

た。 

「――ヴァー、ニー？」 

「どこへ行った！？」 

 グールと戦っている間に、ヴァーニーはイヴとワイズマンから距離を取ったらしい。どこ

かの物陰に隠れてしまったようで、見回してもパッとその姿は見つからない。 

「探すのじゃ！」 

 そう遠くには行っていないはずだ。イヴの声に使い魔が飛び、反対側へワイズマンが駆け

る。だが、そんな彼らを嘲笑うかのように、黒い影が飛んだ。 

「蟲……！？」 

 イヴがその正体に気付くのと、飛んできた蟲が彼女の腕を貫いたのは、ほぼ同時のことだ

った。蟲は命中するのと同時に砕け散り、それが魔力の産物によるものであることをイヴに

知らせる。 

「そこですわ！」 

 咄嗟に素の口調に戻りながら、襲撃者の居場所を指し示すイヴ。足を止めたワイズマンも

また、応戦の構えを取った。 

 

（担当マスター：七海真砂） 

 

 

【獲得勲章スキル】 

襲われる者★ 

 

【悪運】 

66 → 59 

 

●不穏２ 

 虚空を“何か”が奔っている。 

「わぁっ！ ちょ、ちょっと待つのじゃ……ですっ！？」 

 視認できないほどの速さで“何か”はイヴ・カテリーナの腹部を打った。敗れたドレスの

破片が舞って、イヴが地面を転がっていく。 

 露になった薄い腹部からは、皮膚がごっそりと削げていた。存外、傷は浅いのか流れる血

の量は少ない。だが、内臓に受けた衝撃はかなりのものだったのだろう。 

「かはっ」 

 起き上がろうとしたイヴが吐血した。 

「待ってって……言ったのにぃ」 



「話が通じない相手には、力を示すのが手っ取り早いですね」 

 “何か”の襲撃を受けているのは 2人。イヴと、ワイズマンである。 

 汗と血で顔に張り付いた髪もそのままにして、ワイズマンは注意深く、周囲を見回す。四

方を瓦礫に囲まれた空き地だ。 

 そこかしこに、2人が倒したグールの残骸が転がっている。 

 時折、瓦礫の間を何かが移動しているのが見えた。 

 動きが速い。身に纏う衣服が黒いのか、姿をはっきりと視認できない。 

「そこですか」 

 一瞬でも姿が見えれば、移動する先は予想出来る。 

 ワイズマンが暗がりへ向け、漆黒色の魔弾を撃った。 

 不吉で、不穏な、魔力の弾丸。 

 夜の闇よりもなお黒いそれが、瓦礫を穿ち、粉々に砕く。 

「っ……やはり、速い」 

 手応えが無い。 

 きっと、回避されたのだろう。 

 だが、分かったことも 1つある。 

 襲撃者は、回避と同時に反撃を試みるだけの余裕を持ち合わせている実力者であるとい

う事実。 

「くっ」 

 ワイズマンの腹部を“何か”が射貫いた。 

 血を吐き、膝を突くワイズマン。 

 庇うようにイヴが前へと駆け出した。 

「なんとかなってくださいましっ！」 

 その背中から、1羽の蝙蝠が空へと飛び立つ。高い場所から、潜伏した襲撃者の居場所を

突き止めようと考えたのだ。 

 だが、直後にイヴは驚愕に目を見開いた。 

（……グールっ！ ここに集まって来てる！？） 

 蝙蝠の視界を通して見た景色の中に、数体のグールがいたからだ。緩慢な動作で、グール

はイヴとワイズマンの元に集まって来ている。 

「イヴ様だけでも……逃げ、て」 

 地面に蹲ったまま、ワイズマンがそう告げる。 

 だが、逃げられるだけの時間は残されていなかった。 

 空気を切り裂く音がする。 

 猛スピードで飛来した“何か”が、イヴの胸部を抉ったからだ。 

 

＊＊＊ 



 

それから暫くの後、荒廃した談話室がにわかに慌ただしくなった。 

 誰かの悲鳴。 

「道を開けろ！」 

 そう怒鳴る声がする。 

 鼻腔を擽る血の匂いに、アンリィが「はっ」と顔を上げた。 

 集まっていた魔族たちが左右に割れて道を作った。空いた空間に駆け込んでく

るのは、 

 チェーリとニドカウファ、そしてモルテの 3人だ。 

 3人とも、グールと一戦交えて来たのだろう。全身が泥や血で濡れている。 

「誰か！ 治療できる人はおらんとね！」 

「重傷者だ！ グールじゃない何かに襲われてた！」 

「まだ救えるはずです。無理と言うのなら、せめて安らかな死を」 

 3人は、誰かを引き摺っている。 

 石畳の上に、赤黒い血が滂沱と零れた。 

「何事チュリ……っ！？」 

 様子を見ていたチュリィが大きく目を見開いた。 

 3人が引き摺ってきた怪我人が、イヴとワイズマンであることに気が付いたのだ。

ぐったりと脱力した 2人は、どうやら気を失っているらしい。 

 その腹や胸からは、今も血が流れ続けている。 

「チュリリリリリ！ そこを退くチュリ！ お前たち、誰にやられたチュリィ

ィ！」 

 気づけばチュリィは駆け出していた。 

 シマエナガなのに、脱兎のごとく。 

 

＊＊＊ 

 

 ミカゲに続いて、次々と魔族たちが談話室から脱出していく。 

「あー、落ち着いて。そんなに急いで、どうするのさ、まったく」 

「こっちにグールはいませんよー。リラックスしてー」 

 マダラ・H・G とダメックシュが避難誘導をしているが、あまり効果は無い様

子。 

 それもそのはず、2 人の姿はあまりにもだらけ切っていた。具体的に言うと、

地面に広がったダメックシュに、マダラが全身を預け切った姿勢である。 

 その手は完全に脱力しており、ともするとこのまま眠ってしまいそうなほど

に蕩けていた。 



 ダメックシュの弾力と、身体にフィットする形状がそうさせるのだ。魔族体力

学を徹底的に研究して完成された“魔族を駄目にするソファー”に、元々ちょっ

と駄目っぽいマダラが腰かけたのなら、こうなるのも自然であろう。 

「まったく、どうしてこんなに慌ただしいんだろうね」 

「ですねー。きっと、グールがたくさんいるからでしょうねー」 

 危機的な状況にあることを、マダラもダメックシュも理解している。 

 そして、同時に思うのだ。 

 慌てたって、駄目な時は駄目なのだと。 

 そもそも避難の際は落ち着いて行動するのが鉄則だ。そう言った意味では、マ

ダラとダメックシュの在り方は、まぁ正しいものであるとも言える。 

 だらりとしながら、避難誘導に徹する 2人へ近づいていく者がいた。 

「えーっと、お 2人は逃げないんですか？」 

 そう問うたのは、頭に蒼い薔薇を咲かせた少年だった。少年……デルフィ・ジ

ーンに視線を向けると、マダラは気だるそうな仕草で肩を竦める。 

「皆が逃げたらね。でも、ボクは知ってるんだよ。死ぬ時は、何をしたって死ぬ

んだってことを」 

 そう言ってマダラは、視線を逸らす。 

 逸らした先には、ゆっくりと這うように進む 1羽のシマエナガの姿があった。 

 チュリィだ。 

 その背中には、血塗れのイヴとワイズマンが担がれている。 

「チュリリリリリ！ 絶対、連れて帰ってやるチュリィ！」 

「っ……僕も手伝います！」 

 一瞬、デルフィは判断に迷った。 

 味方の中に“工作員”が紛れ込んでいる可能性……そして、チュリィたちが

“そう”である可能性が脳裏をよぎったからである。 

 だが、すぐにデルフィはその疑問を否定した。 

 仲間を必死に助けようとするチュリィの姿が、どうしても“敵”であるよう

には見えなかったから。 

 

＊＊＊ 

 

 グールが迫る。 

 防衛ラインを突破して、1体のグールがデルフィの背後へと這い寄った。 

「くっ……！ 怪我人に手出しはさせません！」 

 背負っていたワイズマンを庇うように、デルフィは身体を反転させて両手を

広げた。 



 刹那、デルフィの鼻腔を甘い香りが擽った。 

▼EP-2：暗々恐慌ヴァンプナイト 

 

 

【リーフ：2-0236】 

 

●祭祀の役目 

 思惑はそれぞれあろうが、アンリィを早急に見つけて保護する必要があるという点では、

誰も異を唱える者はいないだろう。 

 魔族たちは襲撃者よりも早くアンリィを保護するため、協力し合い、遺跡の国を奔走する。 

 ……そこに、いくらかの悪だくみも含まれているかもしれないが。 

 サーリヤ サディクは、遺跡の瓦礫に触れて、その記憶を読み取ろうとする。祭祀のアル

カナの力だ。 

「どうですか、なにかわかります？」 

 ワイズマンに問われ、サーリヤは頷く。 

「このあたりの瓦礫には、アンリィさんの記憶が残っているようです。これで足取りを追う

ことができるかもしれません」 

「それは良き情報じゃ。近くまで行くことができれば、わらわのアルカナで特定することが

できるかもしれん。アンリィが隠れておるなら、じゃが」 

「そうですね……まずは、もっと近づいてみてから考えましょう。アンリィさんが向かった

のは、どうやらこちらの方角のようです」 

 他の仲間たちにも声をかけ、サーリヤが示す方向へと魔族たちは移動する。 

（できれば、敵との遭遇に備えて件の流行り病に似た症状が出る薬を作りたかったのです

が……１人で解明できるような薬ではなさそうですね） 

 もっと時間をかけたり、人を集めたりしなければ……そして、それをしている時間はもち

ろん、ない。 

 いずれにしても、アンリィは探さなければならない。 

 一行はサーリヤの情報をもとに、瓦礫の間を進んでいく。 

 

●襲われる者 

 移動中、ワイズマンは仲間たちの警護をしていた。 

 もっとも内心では、けしてアンリィの無事だけを望んでいるわけではない。 

（ヴァーニーの一件で不名誉な勲章を得てしまいました。彼女と悪徳組合には、憎悪を込め

て復讐しましょう） 

 襲われる者という勲章。その原因となったのも、今回アンリィを狙っている敵の片割れだ。 

（救っていただいた皆さまには感謝しておりますが、借りばかり出来ていては居心地が悪



いですね） 

 刺客たちに目を付けられるのは望むところ。なにかあっても、何も気づかない演技をする

心づもりをして、ワイズマンは移動する。 

 果たして効果があったのか、敵は向こうからやってきた。 

「気をつけよ！ 百足が近づいてくるぞ！」 

 イヴ・カテリーナが使い魔から得た情報で警告を発する。 

 わずかに遅れて、瓦礫の向こうから突然巨大な百足が姿を見せた。 

「あれは……もしかして、敵の虫使いが送りこんできたのですか？」 

「そうかもしれんのう。この付近に敵がおるのじゃろうか」 

 サーリヤやイヴが、それぞれの武器を準備しながら言った。 

 もちろん、ワイズマンも長杖を握りなおす。 

「力には力で対抗するため、技を磨いてまいりました」 

 魔力によって弾丸を形成し、百足に向かって撃ち込む。近くではサーリヤもワイズマンと

同じ攻撃を放っていた。 

 攻撃を受けながら百足が接近してくる。 

 しかし、イヴの幻術が敵を惑わす。その間に、魔族たちは百足に攻撃を集中する。 

 百足が倒れたところで、ワイズマンは『ちょっとしたきっかけ』を呼び込むことにした。 

「貴方の行動はお見通しですよ」 

 どこかに隠れている敵に向かって、ハッタリを仕掛ける。 

「そう。じゃあこれでどうかしら？」 

 どこからか声がして、もう１体の百足が一向に向かってきた。 

 

●月の導き 

 ワイズマンのおかげで、敵が付近に隠れていることが特定できた。 

「なれば、ここが使い時じゃな」 

 イヴは仲間たちよりも下がると、月のアルカナを発動させる。真実を見抜くその力は、同

時に恐怖も与えてくる――が、ヴァーニーが隠れている場所は、わかった。 

（チュリィ様や他の仲間達の役に立ちたい。わらわにも悪い事はできる。それが今なのじゃ） 

 仲間たちが百足と戦っている間に、アルカナの副作用が解消する。 

 霧と化したイヴは、再び使い魔を呼び出し、ヴァーニーがいるはずの場所へと視線を向け

る。 

「ここは任せた！」 

「ええ。カテリーナさん、お気をつけて」 

 サーリヤが長杖を構えて応じてくる。 

「時よ止まれ！」 

 ワイズマンが敵を瞬間的に止め、魔力の弾丸が百足に命中する。 



 それを横目に、イヴはヴァーニーのもとへと向かう。 

 だが、たどり着いた時、敵はその場にいなかった。 

「逃がしたか……じゃが、魔法陣というのはこれじゃな」 

 百足を召喚するための陣が残されているのを見つけて、イヴはそれを破壊する。 

 幹部だけあって、とらえるのは容易ではないようだ。 

 イヴは仲間たちのもとへと戻ると、首を横に振る。一行は再びアンリィを探し始めた。 

 

（担当マスター：青葉桂都） 

 

 

【獲得勲章スキル】 

シマエナガ護衛班★ 

 

【悪運】 

59 → 55 

  



▼EP-3：壊々粉砕ジャイアントウォー 

 

【リーフ：3-0189】 

 

● 

 戦いの趨勢を決めるのは、武器の性能や兵士の士気ではない。 

「資金力ッスよ」 

 ゴルドヤ・ノルマはそう言い切った。 

「武器はもちろん、兵士だって金さえあれば雇えるッス」 

 魔界の沙汰も金次第というわけだ。 

 だが今現在、各悪党が好き勝手に貨幣を作る事は出来ない。 

 その為の技術も知識も設備もない。 

 だが金は欲しい。遺跡の国でも魔界ドルを印刷したい。 

 そ・こ・で。 

 

 

（金の出どころを抑える、か。考えたことも無かったな） 

 造幣局を一望できる高所に身を隠したタシギ・バントラインは、狙撃銃【クイナ】の銃口

を建物の入口にぴたりと据える。 

（そういう足回りにも気を配れるのは、流石と言うべきかね） 

 面白いとは思うが狙撃以外の事に興味はないし、団員達のやる事には基本的に手出しは

しない。 

（表舞台に立つのは狙撃手の仕事では無いしね） 

 ただ、こうして狙撃の腕が必要とされるなら話は別だ。 

 

「レッスン 1だ、レンズ」 

 タシギは観測支援チーム【レンズ班】の観測手、カカ・ポのレンズに言い聞かせる。 

「敵の位置も分からないのに敵を狙撃しようだなんてのは間抜けの仕事だ。こういう基礎

を怠るなよ」 

「カポ！」 

 そうして３匹のカカ・ポ達と共に探し当てたのがこの場所だ。 

 造幣局の真正面、近からず遠からず、角度も最適。 

 あとはレンズ班に周囲を探らせつつ、自身は息を潜めて「その時」が来るのを待つだけだ。 

 

 

 王都造幣局を襲撃する。 



 基本的には穏便に、交渉によって機材とノウハウを得たい。 

 交渉が無理なら強硬手段に移行し、強奪する。 

 それがゴルドヤの計画だ。 

 

「まあ！ とても良いですね！ エルビィも応援します！」 

 具体的には何をするのかと言えば、それは勿論―― 

「あいどる活動ですっ！」 

 

 そして今、エルビィは造幣局の正門前広場で慰問ライブを開催中！ 

「推死勝★第二ラウンドですっ！」 

 推死勝。それは己の良さを推し、運命に勝って、|魔族生《じんせい》の主役になる事。 

 造幣局の下級労働者や、市民権を持たない底辺労働者達に愛と勇気と娯楽を届け、ついで

にエルビィのファンになって貰って、その好感度パワーで死ん世界党……もといエナガワ

団への造幣局技術吸収を狙うのだ。 

 党と団の発展には経済は必要だが、自分達にはノウハウも資源も無い。だったら持ってる

側をじわじわ仲間にして、お金を作って使って貰えば良いじゃない、というわけだ。 

 選挙には関心がなくても、魔族なら誰しも自分の好きな事をしたいという潜在意識があ

る筈。ならば切り口を変え、個人の欲と自意識を煽るべし。 

 その場合、狙いは何かにつけて思い通りに行かず、不平不満を溜め込んでいるであろう下

っ端達だ。 

「お鍋は下から火をつけて温めるものですしねっ！」 

 

 

 エルビィの歌と踊りで揺れる（物理）広場を背に、ゴルドヤは門番に迫る。 

「入れてほしいッス」 

 まずは直球、断られるのは想定内だ。 

「――おかしいと思わないッスか？ 噂を聞いた事無いッスか？ 『魔界統一選挙の実力

者が王都に囚われている』って」 

 門番の眉がピクリと動く。 

「つまりそれは――重要な位置にある魔族を捕らえるということっス。ここが、造幣局の人

員が、そうならない保証は？ 

 この場所――『経済の柱石』たる紙幣製造の場がそうならないと、誰も保証はしてくれな

いッス」 

 守ろうとはするだろうが、黒い砂漠の都さえ落ちたのだ。 

「そこで。『ジブンらに襲われた』ことにして、ノウハウや設備、人員を遺跡の国に移さな

いッスか？ 



 勿論――今、リトー団に襲われているのはご存じかと思うッス。でも、もしもそれを跳ね

返したなら――少なくとも守勢においての勢力の強さは保証されてるッスよね」 

 ゴルドヤは本音をぶちまけた。 

「ジブンらは――外貨を作る場所が欲しいンすよ」 

 

 その途端、警備兵の数が一気に増えた。 

 厳しい顔つきの魔族達が武器を向け、門の前に分厚い壁を作る。 

「お引取りを」 

 言葉遣いだけは丁寧に、門番はゴルドヤに迫った。 

「いつの日か貴方が魔王となられた暁には、快く引き渡しましょう、ですが今は」 

 どうやら彼等は|警備兵《武闘派》でありながら、|頭脳労働にも長けた《造幣の意味とそ

れが持つ強みをきちんと理解している》者達であるらしい。 

 その意味では、王都の内政は真っ当に機能しているようだ――少なくとも遺跡の国より

は。 

 

 

 思った以上に本気の警備体制に、ゴルドヤが襲撃を諦めて立ち去ろうとした、その時。 

「ちょっと失礼」 

 涼しげな声が、彼と門番の脇を悠々と通り抜けて行く。 

 誰何もなく、警備兵達も黙って道を開けたところを見ると、顔見りの造幣局関係者なのだ

ろう。 

 

 だが、そうではない。 

 それは|種族スキル《ドッペルゲンガー》と演技力で職員になりすました、ワイズマンだ

った。 

（造幣局を襲撃する、なんと面白いことを考えられるのでしょう！） 

 胸の奥で心を踊らせながら、表面的にはしれっと何食わぬ顔で、ワイズマンは堂々と建物

の中に足を踏み入れた。 

（叶える願いは、まあ、何であっても良いのですが） 

 通路の両脇にずらりと並ぶ、魔族の目にも気味悪く映るオブジェの数々を横目に見つつ

歩を進める。 

（ゴルドヤ様の貨幣経済成立への熱意も、チュリィ様の野望も、その熱量がとても心地よい

のですよね……） 

 それはこれまでに造幣局を襲撃、或いは侵入を企図した者達の成れの果てであるらしい。 

（エルビィ様も、他の魔族とは違う……眩い輝きのようなものを持っていらっしゃる。私も

愛する皆さまの役に立ちたい……といいますか、単純に楽しくて仕方が無いのですよ） 



 その為にも、自分が彼等の仲間入りをする事がないように、充分気を付けなければ。 

 

（この|職員《コピー元》にどれだけの権限があるかは不明ですが……） 

 幸いどこに顔を出しても怪しまれる事も追い返される事もなく、ワイズマンは我が物顔

であちこち歩き回る。 

 内部の様子や交わされる会話、|閲覧可能な図面《さして貴重なものではなさそうだが》

を丸暗記しながら、|行き交う職員達とも軽く言葉を交わす《「あれ、今日は休みなのでは？」

「いやぁ、忘れ物をしてしまってね」》。 

（どうも職員にはウィッチが多めなようですね） 

 

 だが|肝心な部屋《機械や原版、重要な図面などがある中枢部》には入れなかった。 

 鍵を持たないのは勿論、|合言葉《パスワード》など知る筈もないのだから。 

 |目についた資料《発注書の類や職員名簿など》を片っ端から鞄に詰めて、ワイズマンは

来た時と同じようにしれっと出て行った。 

 

 

（ゴルドヤ、狙われてるな） 

 タシギは彼を尾行する者達の存在を見逃さなかった。 

（あの問答だけでも危険人物とマークされたか） 

 尾行だけなら手を出す必要もあるまい。だがもし実力行使に出るようであれば。 

 ゴルドヤの移動に合わせ、タシギも待機位置を変える。 

 やがて彼がワイズマンの用意したウ魔車に乗り込もうとした時。 

（動いた） 

 ゴルドヤの肩に手をかけた男の肩口から赤い飛沫が散る。 

 続けてもう一発、ウ魔車の前に回り込んだ男の足元で銃弾が弾けた。 

 驚いた曳ウ魔が竿立ちになり、暴れながら走り出す。どうにか中に転がり込んだゴルドヤ

を乗せ、ウ魔車はあっという間に現場から遠ざかって行った。 

 

 狙撃手の強味は隠れて攻撃が出来る点だ。 

 だが一撃放てばその音と立ち上る硝煙で居場所が割れてしまう。 

「レッスン 2、自分の居場所が割れてるのに延々と居座るのも間抜けの仕事だ」 

 レンズに語りかけ、タシギはその場から身を引いた。 

「入口で落ち合おう」 

 タシギとレンズ班は、それぞれ別ルートで王都入口に向けて走った。 

 

 



 そんな騒ぎはどこ吹く風、エルビィの推死勝ライブは絶好調でクライマックスを迎えて

いた。 

「あなたの『いいところ』、もっと推す為いろいろしてみません？☆彡」 

 無気力に下を向く人々の多くは、市民権を持たない下働きであるらしい。 

 歌と踊りの合間に客席を回り、エルビィは彼等の手を握り、声を聞いて励ましていく。 

「あなたも、あなたも、あなたも！ みんなで自分のなりたい自分になるのです！」 

 それが出来る場所が、遺跡の国にはある。 

「誰もがなりたい自分になれる場所、それがエルビィ達のエナガワ団です！」 

 どうです？ 入りたくなってきませんか？ 

 もしここから動けないなら、こっそり協力してくれるだけでも良いんですよ？ 

 

「魔界で皆さんの『好き』を推すのはかくも大変です……でも、エルビィは皆さんをずっと

応援しますねっ！」 

 最後まで盛り上がって行こーーー 

 

（担当マスター：STANZA） 

 

 

【獲得勲章スキル】 

潜入調査（ドッペルゲンガー）★ 

造幣局某部署の下位職員リスト取得者 

 

【悪運】 

55 → 55 

  



▼EP-４：疑々混沌パーティープーパー 

 

【リーフ：4-0315】 

 

「――とまぁ、大まかな話ですが、こんな感じッス」 

 王都へと向かう最中、ゴルドヤ・ノルマが【|資本主義と商売の啓蒙《たのしいおかねの

じゅぎょうっす》】をワイズマンに行っていた。 

「なるほど、その様な仕組みでございますか」 

 意味合いを理解しているかは不明だが、ワイズマンはふんふんと頷きながら【丸暗記】す

る。 

「それと私の方からでございますが――」 

「ああ、以前の――しれっと出したけど結構アレな代物ッスよね、コレ？」 

 その後ワイズマンが以前手に入れた【造幣局某部署の下位職員リスト】を見せながら、潜

入捜査で見聞きした事の共有を行った。 

「ちょっといいかな？」 

 |啓蒙《授業》と情報共有が一段落した頃、リトス・シーニィが２人に話しかける。 

 何だろう、とゴルドヤとワイズマンはリトスに目を向け、そして持っている物――被り物

に目を奪われる。 

「もうそろそろ王都だから、これを渡しておこうと思って」 

 そう言って被り物――シ魔エナガの頭をリトスが差し出す。着ぐるみの頭部分だけ、とい

った感じでよく見るとモノクルが着いている。 

「以前色々やったから、目立たない様にって作って来たんだよ。ああ、そのモノクルは普通

だと面白くないからね」 

 被った方が目立つのでは、と思わなくもないが、|以前《前回》の事もある為被り物をゴ

ルドヤとワイズマンは受け取る。 

「後エルヴィくんにはこの衣装を」 

 アイドル活動をする、というエルヴィにリトスが衣装を渡す。 

「うわぁ！ ありがとうございます！」 

「希望通りに作ったけど……これでいいの？」 

 衣装制作の際、エルヴィの希望を聞いた結果――出来上がったのはパーラーメイド服で

あった。 

「これがいいんです！ 今回の推死活はコラボですよ！」とエルヴィは満足気味なので、リ

トスも「ならいいか」と不覚は考えないようにした。 

（――気配。理不尽の、気配がします） 

 そんな賑やかな様子の横で、アイラ・ディスペルは考えていた。 

 ――魔王妃アリッサは統一総戦挙を勝ち残った党に新たな魔王の座を渡す気が無いので



は？ 

 ――アリッサは悪党を利用し何かを企んでいるのではないか？ 

 そんな話を、アイラは聞いていた。 

（本当なら――酷いですね） 

 勿論その話が真実かどうかはわからないが、|その気配《理不尽》をアイラは感じていた。 

 

 ――そうしている内に、一行は王都へと到着する。 

 王都では一行は２つの店舗――店舗ＲとＧを開く予定であった。 

 店舗Ｒはエナガワ団の王都販売部門として、団印のついたブランド品の販売を。 

 店舗Ｇは手に入れたリストについての追加調査を行う事を。 

 それぞれ目的とし、一行は動き始めた。 

 

 

 ●店舗Ｇにて 

 

 

「こっちの方がピリついてません？」 

 王都の警備調査から戻ってきたアイラが、周囲のピリついた空気にこう言った。 

 ――王都の警備体勢に関しては、アイラが見る限りでは変化は無かった。 

 ちょっと騒動があるとすぐに警備隊が動き取り締まる為、王都自体は平和そのものだ。 

 テロがあったという話題は耳にするのに、平和が乱れている様子は無い。 

 アリッサ１人の手腕というよりも、恐らくは多くの内政官と部下がいるのだろう、とアイ

ラは考えていた。 

 アリッサの情報はというと、驚くほど無かった。引きこもっているが故、情報が出ようが

ないらしい。 

 むしろ造幣局の方がピリついた雰囲気になっている。調査の為にと近くに店舗を開いた

が、ここまでピリついた空気を感じる程だ。 

「これがあって良かったと思ってます」 

 この店舗で商人の【演技】をしながら商売をしていたワイズマン。ピリついた様子の造幣

局員相手に、被り物があって良かったと思わずにはいられなかった。 

 ただその甲斐あって色々と情報を得る事は出来た。 

 造幣局にいるのはインテリで知識主体の魔族が多く、ワークリーチャーはほとんどいな

い。また職場としては上流のようで、うらぶれた者はいないようだ。 

 そして思想は問題を起こさず有益である事――これは市民権の条件である為こうなって

いると考えられる。 

 そんな中で、リストにあった下位職員の１人との接触にワイズマンは成功した。懐柔の可



能性を探る為、職場や経済の話を持ちかけるが言葉を濁されてしまった。 

「それと、噂の方は流れているみたいですね」 

 調査と同時に、ワイズマンは【風説】で天狗党の噂も流していた。 

『遺跡の国の本来の所有者を気取りリトーから逃げた臆病者』『漁夫の利すらとれない敗北

者』といったように流してたが、ちらほらとであるが耳にする機会があった。 

「私も住民がそう話しているのを聞きました……ああ、聞いた話と言えば、造幣局のノウハ

ウを奪われることを危惧しているようです。なんでも、正面から入ろうとした魔族がいたと

か……」 

「私はドャリィ・ゴールドヤノーク３３４世。そんな魔族は知らない……ッス」 

 被り物を被ったまま、ゴルドヤが思い切り顔を背ける。堂々と正面からとか、一体どんな

魔族なんだろうか…… 

「ところで、ゴルドヤさんは一体何を？」 

 顔を背けつつ、ゴルドヤは着替えていた。何故か白いシャツで、縦に『大臆病』『天狗党』

『弱腰♡』と手書きで書かれていた。 

「……ジブンもこんな事したくないッス。でもやれっていうから……あ、ここから自分の趣

味の時間ッス。ちょっとお話するだけなんで離れるッスけど、もし戻ってこなかったら……」 

 意味深な事を言いながら、ゴルドヤは離れて行った。被り物と手書き文字のある白シャツ

という、何とも怪しげな格好で。 

 格好はともかく、言葉に何か感じる物があったのかアイラがゴルドヤの後を追う。「襲わ

れたら、問題ですから」と言って。 

 そうして店舗に残されるシ魔エナガ|頭《ヘッド》のワイズマン。寂しく接客していると、

１人の客――リストにあった下位職員が現れた。 

 職場や経済の話は濁されたため、【風説】で得た個人情報――といっても好きな食べ物や

家族構成といったものから干渉を試みる。 

「最近酒場に行けてないんだよなぁ……そういや――」 

 ふと、職員が何かを思い出したように語ってくれた。ワイズマンにとって、面白い話にな

りそうであった。 

 

 

 ●店舗Ｒにて 

 

 

「推死活の第３歩、『コラボ』はいい感じに成功と言えるのでは！？」 

 販売活動が終わり、その結果にエルヴィは手ごたえを感じていた。 

「色々と売れたからね。商品製作の部下たちも張り切ってたよ……正直引くくらいに」 

 リトスが部下――【物作りに飢えた集団】を引いた目で見ていた。 



 実際、用意した商品はかなり売れていた。持ってきた野菜もだが、用意した服やエナガワ

団の軍団印付グッズも良く売れた。 

 その最中、何が売れるかと需要調査も行っていたが平和である為か何でも売れ、特に娯楽

品が売れていた。 

「話していると『これは！』みたいな反応もあったし、ブランドとして知名度も上がってい

るみたいだね」 

 軍団印であるシ魔エナガを模した印をつけた商品を見て、『これはあの！』といった反応

を示す客もそこそこおり、ブランド品としての知名度は上がっているようであった。 

 その中でこっそりとリトスが自分の印を目立たない所につけた商品も混ぜていた。わか

る人にはわかる、とつけたものだがこちらにも気付く『わかる人』がいたりもした。 

 ……ついでに『天狗党は物の価値が分からない』とさり気なく悪口も流しておいたが、そ

れなりに広まった。 

「フランシス様もお疲れ様です！」 

 エルヴィが労うようにフランシスに言う。野菜販売が慌ただしかった為、終わった今も目

を回している。 

 このコラボの為、エルヴィは色々な者を巻き込んだ。フランセスもその一人だ。同行して

もらう対価としてエナガワ団商品に野菜の広告をつけたり販売の協力を行った。 

 コルカ・コルシカには広告を対価にフランセスの預かりと自由に動く理由づけの保証を

頼んだ。フランセスはＯＫが出たが、理由づけは「楽しそうだね★ でも保障までは出来な

いかな」という返答だった為大がかりな事は出来なかった。 

 それでも王都の以前会った者達に死ん世界党の話題を提供し興味を惹いたり、エナガワ

団の商品や党の野菜をフレンドリーに宣伝販売したことで「次いつやるの？」と聞いてもら

えたりと、好感情を得る事は出来たようだ。 

 推死活では様々な来客があったが、対象は市民権を得ていない者の比率が多く感じられ

た。それ以外に娯楽に飢えた者も多いようであるが。 

「郊外の方でも販売できましたね！ 間口は広く！ 推死活とあいどる活動は地域生活に

根差すのです☆彡」 

 郊外方面で被支配魔族相手に商売を行ったが、仲間とまではいかなくとも好評は得られ

たようであった。 

（そういえば似てましたね） 

 ふと、郊外を訪れた時の事をエルヴィは思い出した。 

 ――色々な跡地が並ぶ様は、現在のではなく以前の荒廃した遺跡の国を思わせる場所で

あった。 

 華やかな王都と異なり、戦闘があった事を思わせる跡地であったり、朽ちた遺跡。何か大

変な事が起きたのではないか、とエルヴィは感想を抱いたのであった。 

 



 

 ●――とある場所にて 

 

 

「どしたの？ なにかあったの？」 

 ゴルドヤはコルシカと対面していた。 

 長い時間をかけ探し続け、ついに一人でいる所を見つけたのであった。 

 ――コルシカが引率前に見ていた紙。それは造幣局員リストではないか。その様な疑問を

ゴルドヤは抱いていた。 

 メンバーの成果であるこの情報はまだ共有していない。その為同じ物か照会させてほし

い、とゴルドヤはコルシカに言う。 

「ん？ ところで誰かな？」 

 そこでまだシ魔エナガ頭であった事を思い出し、ゴルドヤは被り物をとった。 

「これで照会させていただいても？」 

「いいよ★」 

 そういってコルシカは、ゴルドヤが驚くほどあっさりと見ていた紙を差し出した。 

 ――それはやはりというべきか、造幣局員名簿であった。 

 ざっと眺めてからゴルドヤはコルシカを見る。「もういいの？」と首を傾げるコルシカ。 

 重要なのはリストが同じ物かどうかではない。《《何故それをコルシカが持っているの

か》》だ。 

 ゴルドヤはその疑問をコルシカにぶつける。 

「ふっふっふ、実は秘密の情報提供者がいるのさ★ コルシカちゃんに色々と教えてくれ

るんだ！」 

 その疑問にコルシカは笑みを浮かべそう答える。 

（やはり上位層に伝手があるッスか） 

 そうゴルドヤが考えていると「もういいよね。じゃあね★」とコルシカはひらひらと手を

振って去ってしまう。 

 追いかけようとしたが、被り物が無い事を思い出しゴルドヤは被り直す――手遅れだと

いう事も知らずに。 

 

（担当マスター：高久高久） 

 

 

【獲得勲章スキル】 

造幣局員（下級職員）に接触した 

情報通？（噂）★ 



 

【悪運】 

55 → 55 

 

 ＊＊＊ 

 

● 

 それぞれの思惑が交差する。 

「新魔王が決まるんだろう？ 記念金貨を出すとかで、最近は 3人でよく話し合ってるよ。

どこかの闇酒だったかな」 

 そのデビルはシ魔エナガの被り物で素性を隠している。【柄商】ワイズマンは、その言葉

に耳を傾けている。これはユーロ・エンドルセン、ゴールド・フランマルク、マルカルピー・

ポンドウォンの話だ。 

 郊外でジーニーが逃げ惑っている。 

「ぴええぇー！？」 

 盗賊だ。アーワイは盗賊に遭遇していた。魔力を帯びた矢がアーワイの身体をかすめる。 

「あの、此処はどこですか？ ま、迷ってしまって……」 

 強気な声がエルの喉からどうにか吐き出された。 

「うん？」 

 盗賊は振り返り、観光客であろうそのワークリーチャーに惹きつけられた。 

「どうしたのかな？」 

「え？」 

 盗賊は目を丸くした。真正面から別の声が飛んできたのだから。 

 マーフォークのパッフィーナ・ミルクマーレだった。 

「がっ、て、めぇ……！？」 

 先頭の魔族を小規模な水弾で弾き飛ばし、盗賊が慌てて投げた鎖鎌をパッフィーナは水

弾でたちどころに撃ち落とす。 

「おい、貴様！」 

 ぴりりとした声が夕暮れに響いた。 

 造幣局員のウィッチがシ魔エナガの被り物を被りなおしていた同種のゴルドヤ・ノルマ

に気がついたのだ。“覚えているぞ”と向けられる筒口。 

「キミ、目ざといッスね」 

 ゴルドヤは先日、カダスの造幣局に正面から入ろうとし、警戒対象になっていたのである。

造幣局員は鼻を鳴らし、引き金を引く。 

「ぶっ――！？」 

 腹の肉が裂け、鮮血が零れていった。 



 造幣局員は目を見開く。あろうことか傷を負ったのは造幣局員の方だった。顔の半分を涙

の仮面で隠した少女。ダークストーカーのアイラ・ディスペルの長大な鎌が、造幣局員を喰

らったのだ。 

「あぁ、やっとミツケタ！」 

 アイラは、はしゃぐ。血を口から流しながら、造幣局員は美しいアイラに目を細めた。 

「アイラサン、ありがとうッス」 

「……ゴルドヤさん」 

「今のうちに行くッスよ！」 

 ゴルドヤがアイラとともに造幣局員から逃げていく。 

 駆けつけた警備隊はすぐさま、ゴルドヤとアイラを追ったが、逃してしまった。 

 警備隊は舌を鳴らす。今日はなんだろう、通報が多すぎる。 

  



▼EP-5：溟々智謀アドミラル 

【リーフ：5-0304】 

 

●事前準備 

 

「アナタの『良い』が大好きですっ！ 『推死勝』あいどるエルビィですっ☆彡」 

「そしてここでアタシの手ハート！」 

 エルビィがポーズをキメた横で、ルーちゃんが手でハートを作る。【悪魔の誘惑】と【威

光】マシマシで演出し、非常に目立つ。 

「……ふぅ、歌と振りつけはこんな感じアル。突貫の割には良い出来アルよ」 

 額の汗をぬぐうようにしてルーちゃんが呟く。エルビィとルーちゃんはこの後行われる

『らいぶ』の練習を行っていた。 

「あの、今色々とズレていたような……」 

「問題無いアル。むしろ少しズレたくらいが初々しくて新人アイドルっぽいアルよ」 

 無表情でありながら自信満々に言い切るルーちゃんに「そうかな……そうかも……？」と

エルビィは言いくるめられていた。 

 そんな練習の様子をリトス・シーニィとアッシー＝B＝チョベリは「頑張ってるなー」と

眺めていた。 

 眺めながらもリトスの手は王都で売る為の物を作る為動きを止めていない。王都では

色々な物が売れるという事が分かった。日用品を始め、娯楽品としてボードゲームなんかも

一緒に部下たちと作っている。 

 作りながら「エナガワ団団長の木像やぬいぐるみを作ったらどうかな」とリトスが思いつ

いた事を話すと「それはいい考えだ。是非ともあの方の素晴らしさをこの王都でも広めるべ

きだろう」とアッシーが同意していた。また作る商品が増えるよ、やったね部下たち。 

 ――ふと、練習を眺めていたリトスは思いついた。アイドルをしている子たちのグッズを、

ライブ合わせで売るのはどうだろうか、と。 

「あまりお金が無い人でも買える様にちょっとお安いのを大量にね。こっちで売ると手が

足りないから、王都の商人に手伝ってもらって――儲けは懐に入れていい、って話なら協力

してくれると思う。その時にこっちのブランド品とかプレミア野菜と、相手の生活必需品を

交換すれば課題もこなせるね。向こうにも悪い話じゃないし――僕たちエナガワ団がいな

いと生活に困るくらいにしていかないと」 

「エナガワ団がいなければ生活に困る……そしてやがて我らが王都の経済を牛耳る、と…

…やはりあの方は素晴らしい。何処まで先を見通しているのだろうか……俺には到底理解

できない境地だ……」 

 リトスが色々と考えを巡らせほくそ笑む。その話を聞きながら、アッシーが|団長はやは

り素晴らしい《ＹＣＳ》とこの場にいない団長に敬意を表していた。 



「只今戻りました」 

 そんな２人に外出していたワイズマンが声をかける。諜報チームのメイドの派遣をしな

がら、情報収集を行ってきたのだ。 

「ああ、ワイズマンさんか」 

「色々やって来たみたいだけど、どうだった？」 

「ええ、色々と仕入れてきましたよ」 

 ワイズマンはリトスの商品や【農園】の作物の評判を聞いて回ったが、どちらも好評の様

であった。また『あいどるのらいぶ』を【風説】で宣伝してきたが、「またやってくれるの

か！」と期待されているようである。 

「準備を終えたら、また出てきますね」 

 その他に情報収集の為に造幣局職員の中でも上級職員が訪れる酒場、というのをワイズ

マンは割り出していた。先程【ドッペルゲンガー】を用いて下見を行った為、店の雰囲気に

合わせた準備をして更に情報を仕入れてくる、との事であった。 

「さて、僕も物作りは程々にして、調査に行こうかな」 

「俺も同行しよう」 

 リトスとアッシーは、衣食といった生活必需品をどれだけ王都で自給自足出来ているの

かを調査する為、出掛けるのであった。 

 尚残った商品作りはリトスの部下に任せる事となった。頑張れ、部下。 

 

 

 ●とある酒場での一幕 

 

 

 とある酒場をワイズマンは訪れていた。静かで落ち着いた雰囲気のある酒場だ。 

 この酒場はワイズマンが調査で割り出した造幣局職員――特に上級職員が訪れる事が多

い店であった。 

 ワイズマンは【シ魔エナガ印の高級衣服】を纏い、【威光】と【演技】でこの店に相応し

い客の雰囲気を醸し出しつつ、周囲を眺めてみる。 

（どうやら、同族の方が多いようですね） 

 客はワイズマンと同族――デビルが多く見られた。どうやら上級職員はデビルが多いよ

うである。 

 そんな事を考えつつ周囲の声に耳を傾ける――静かな雰囲気の中、時折酒が入ったせい

か陽気な話声が聞こえてくる。 

 他愛もない話も多いが、中には仕事に関するような会話――ユーロ・エンドルセン、ゴー

ルド・フランマルク、マルカルピー・ポンドウォンの記念硬貨の話が再び、ワイズマンの耳

に入る。 



 なんでも新魔王のレリーフを刻み、かなりの数を発行すると意気込んでいたとか。 

 その会話を【丸暗記】すべく耳を傾けていたワイズマンに、「失礼」と声をかけられた。

目を向けると、そこにはデビルではない者がいた。 

「おや、私に何か？」 

 ワイズマンが話を聞く。どうやらこの者は造幣局の下級職員であるようだ。今日は上司で

ある上級職員にこの店に連れて来られたとの事だが、そこでワイズマンが纏っていた【高級

衣類】――のシ魔エナガ印を目にし、興味が沸いたとのことで声をかけてきたようだ。 

「ほう、このエナガ印を御存知とはお目が高い。興味がございましたら、貴方の御望みの場

所までエナガワ団の品をお持ちいたしますよ？」 

「いいのか？ 是非ともお願いしたいが……なら此処へ持ってきてくれないか？」 

（下級職員との更なるコネ――ゲットでございます） 

 ワイズマンは頷きつつ、笑みを浮かべた。 

 

 

 ●王都の端の方にて 

 

「――これは、なんとも広大な」 

「ああ、これは凄いな」 

 リトスとアッシーは王都の端の方を訪れていた。 

 生活必需品を交換しながら、王都の自給自足事情について聞いてみた所王都の端の方に

農場があるという事を教えてもらったのだ。 

 訪れた農場は、大農場とも言うべき広大な規模の農地であった。遊ばせている土地はなく、

全てを利用して作物が作られている。 

「これだけあれば」 

 この大規模な農場があれば、少なくとも食に関しては自給自足ができている。リトスとア

ッシーは農場を見て、その様な印象を抱いた。 

「ところで、さっきの話はどうするんだ？」 

 一通り農場を見学し終え、ふとアッシーが先程あった話を思い出しリトスに問う。 

 ――商人と話している時、カダスのセレクトショップを営んでいるという者が『うちの店

の一角に商品を置かないか』と声をかけて来たのだ。 

「さっきの話かぁ……知名度アップには良い話だと思うよ。その辺りは他と相談してから

だね」 

 そう言って、リトスとアッシーは農場から離れるのであった。 

 

 

 ●らいぶ、本番です 



 

 

「みんなー！ 今日は来てくれてありがとうございます！ 『推死勝』らいぶ、楽しんでい

ってくださいっ！」 

 ライブ会場。観客にエルビィが手を振ると、その声に応じて地面が揺れんばかりの歓声が

あがった。 

 宣伝を聞きつけ、前からの推死勝を知る者の他に被支配階級や娯楽欲求のある者達が大

勢――ルーちゃんが「おぉう……思ったより沢山いるネ……こういう時は『悪』という字を

３回書いて飲み込めば――って画数が多いヨ」と緊張する程集まった。 

 そんな大勢を前にしてエルビィが、ルーちゃんが、観客に向けて歌い、踊る。その一挙一

動――特にエルビィのアイドルとしてのパフォーマンスに、観客達の心が震わされ、感情が

揺さぶられ、歓声となって返ってくる。 

 盛り上がった――事件と勘違いした警備隊が押し寄せる程に。 

 そんな警備隊の前に立ったのは――観客であった。 

「頼む！ 俺達の希望を奪わないでくれ！」「彼女達は無害だ！ いやむしろ推死だ！」「わ

しらに必要なのは未来ではなく今、今この瞬間なんじゃ！」「推死を奪われる事に比べたら

てめぇら警備隊なんて怖くねぇ！ お願いですからお引き取り下さいぃ！」 

 観客達の必死の懇願――中には土下座、土下寝する者まで現れ、警備隊もその熱意に「お、

おぅ……」と|絆され《ドン引きし》、ライブは無事再開。 

「みんなー！ 本当に、本当にありがとうございましたぁっ！」 

「これで民衆のハートをガッツリキャッチしたネ」 

 歓声に包まれたエルビィが頭を下げ、ルーちゃんが無表情で手ハートポーズをとる中、ラ

イブは幕を閉じるのであった。 

 

 

 ●その後 

 

 

「チュリィ～チュリィ～チュリィ印の野菜はいらんかネ～？ 安心安全のチュリィ印の野

菜アルヨ～？ 今ならサイン付、いっぱい買ったら握手もするアルヨ～？ 野菜以外にも

グッズも買うネ～」 

 ライブ後、熱狂冷め止まぬ観客達の中をルーちゃんが売り歩きをしていた。口調は棒読み、

表情は無表情とやる気というものを感じられないのだが、【悪魔の誘惑】と【演技】により

初々しい物と感じたのか|興奮した《イカレた》観客達はこぞって野菜やグッズを大量に買

い漁るのであった。 

「めっちゃ売れたアル。ちょろごふんげふんボロもうけアル」 



 大量に売れ、無表情でわかりにくいがホクホクといった様子のルーちゃん。 

「今、流れが来てるアル。このビッグウェーブに乗ってもっと儲けるアルヨ」 

 商品を追加して更に儲けよう。そうルーちゃんが考えていた時であった。 

「あ、ルーちゃんさんいました！」 

 エルビィが慌てた様子でルーちゃんに駆け寄る。 

「何アル？ アタシは今この何しても売れるボーナスタイムを――」 

「アンコール！ アンコールですよ！」 

 興奮した様子でルーちゃんの言葉を遮るエルビィ。 

 ――ライブは終了した。しかし今尚興奮しっぱなしの観客達から|アンコール《『もっとや

れ』》の声があがっているのであった。 

「いや、アタシはこれからボロもうけのフィーバータイムが――」 

「さぁ行きましょう！ みんな待ってますよぉっ！」 

 言葉を遮り、エルビィは『推死勝』コールが上がる舞台へとルーちゃんを引っ張っていく

のであった。 

 

（担当マスター：高久高久） 

 

 

【獲得勲章スキル】 

造幣局職員（下級職員）との既知 

 

【悪運】 

55 → 55 

  



▼EP-6：窮々魔境イニシエーション 

【リーフ：6-0221】 

 

 ワイズマンは造幣局へ訪れていた。 

 彼の目的のひとつは、造幣局との人脈をより強固にすること。 

 具体的に言えば、造幣局の上級職員との繋がりを得ることだ。 

 何の考えもなしに向かったところで門前払いが関の山。 

 けれど、ワイズマンは今まで着実に造幣局員との人脈を築いてきた。 

 にべもなく追い返されるようなことはないだろう。 

 けれど、油断は禁物。 

 今回も交渉が有利になるよう、必要だと思われる準備に抜かりはない。 

 造幣局下級職員リストは丸暗記してすべて頭に叩き込む。 

 こちらへ向かう途中でも、関連しそうな話題は聞き逃さないように注意を払った。 

 計画というものは、ほんのちいさな綻びから破綻していくもの。 

（……願いを叶えるためには、知恵を絞らなければなりません） 

 ――これが、ワイズマンの戦い方だ。 

 

 そうして、通された部屋の一室。 

 ワイズマンのもとへ現れたのは、ユーロ・エンドルセン。造幣局の上級職員だ。 

「今、造幣局はとても危険です」 

「と、言いますと？」 

「この話は受け売りですが……」 

 魔界ドルの偽装防止の魔術刻印が、此処にしかない技術であると知られたこと。 

 それを狙って、死ん世界党員や他勢力に狙われる可能性があること。 

 魔界ドルが使用できなくなれば貨幣経済が成立しなくなり、秩序が乱れること。 

 魔界の秩序を守るためには、造幣局と技術、その価値を知る魔族が不可欠なことを告げた。 

 ユーロはふむ、と頷くと暫く何かを考えて。 

「刻印……。……あぁ、大昔にアリッサ様から命じられて刻んだアレですな」 

 ユーロは、そういう効果のあるものだったのですなぁ、と呟いた。 

「ですが、我々の手元にあるものと言えば“魔界ドルのレリーフを描き変える魔道具”ぐら

いですな」 

 それも、数百年に 1 度しか使えない代物らしい。 

 その魔道具がどのような役に立つかはまだ分からない。 

 だが、秘蔵の魔道具について話してくれるということは、彼の信用は得られたと思ってい

いだろう。 

 



（担当マスター：あまのいろは） 

 

 

【獲得勲章スキル】 

造幣局職員（上級職員）との対談 

 

【悪運】 

55 → 55 

 

＊＊＊ 

 

 同時刻。 

 王都カダス、造幣局の一室での出来事だ。 

「魔界ドルのレリーフを描き変える、というのは？」 

 そう言って、ワイズマンが首を傾げた。ワイズマンと相対している造幣局の職員は、厳重

に封を施された小さな鉄の箱をテーブルの上へと置いた。 

「流石に貴重なものですので、開けて見せることはしませんがね」 

 職員の名はユーロ・エンドルセン。造幣局の上級職員、その 1人である。 

 ワイズマンは、ユーロの様子を窺いながら鉄の箱を観察する。見たところ、単なる頑丈な

鉄箱であるように見えた。 

「ほら、魔界ドルに魔族の横顔が刻まれているでしょう？ 私もよくは知らないんですが、

あれは何代も前の魔王様らしいんです」 

「ははぁ？ なるほど……それを、描き変える？」 

「えぇ。この魔道具を使うことで普及している魔界ドルのレリーフを、すべて別の誰かの顔

に描き変えることが可能なんです。まぁ……記念コインの発行と併せた、新魔王様就任祝い

の 1つですね」 

 魔界ドルのレリーフを、新魔王……つまり、アーサーの顔に描き変えるつもりであるよう

だ。 

「……なるほど、なるほど」 

 造幣局の職員も、奇妙なことを考える。 

 感心するやら呆れるやら。ワイズマンは、顔に笑みを張り付けたまま深く頷いて見せたの

だった。 

 

＊＊＊ 

  



▼EP-7：戦々畢生バンデット 

【リーフ：7-0296】 

 

● 

 ふぅ、とイヴ・カテリーナは失望の吐息を漏らす。 

 

（重要そうなものはない、か） 

 

 イヴが訪れたのは、旧闘技場である。ここでアーサー達が残した痕跡が何かしら見つかれ

ば、それがどんな物であれ意味はあるはず――そう考えたのだ。 

 ゆえに訪れた【死ん世界党】幹部達の部屋のうち、アンリィを除く 3人の部屋はただ、こ

こで生活していたのだな――という事が判る程度の痕跡しか残されていなかった。強いて

言えば、それらの残置物が《《らしいな》》、と感じるものだった、という程度。 

 ただ、アンリィの部屋は―― 

 

「何者かに荒らされておった、の」 

 

 自身の思考を纏めるように、イヴは呟いた。問題はそれが誰なのかだが、イヴ以外にも幹

部達の部屋を探りに来た党員が居てもおかしくはない。 

 これらの情報を、活かすのも｜チュリィ・ピーチクパチーク 22世《アンリィの後継者（？）》

の秘書の務めであろう。だが、当のチュリィによる王都での《《大仕事》》の時間も迫ってい

て、精査する時間すらない。 

 ゆえに、あとで分析しようとイヴは細く息を吐き。――そろそろ戻らなくては、と旧闘技

場を後にした。 

 

 

● 

 今こそ花が咲く時だと、エルビィは高揚する。 

 

「『推死勝』の世の宣言をする時が来ました……！」 

 

 戦挙はアーサー達の勝利で終わったものの、君臨すれども統治せず、王都は未だ混迷の中

に在る。ならば《《あいどる》》として、エナガワ団の一員として――皆を照らす｜太陽《ア

ルカナ》の持ち主の責務として、《《今こそ新世界の宣言をする時だ》》。 

 そう、考えるエルビィの発想は荒唐無稽と言う訳ではない。彼女は｜加護片鱗《The Sun

／ 推死勝（あいどる）》を獲得しており、王都にも多数のファンがいる実力派アイドルでも



ある。 

 だから、放置された王城を会場として《《感謝祭》》を開き、王都のファンの心をぐっとひ

とつに掴みたいというのは、アイドルとして至極まっとうな発想であった――多分。 

 ゆえに燃えるエルビィに、ワイズマンが声をかける。 

 

「エルビィ、貴方の写真を撮らせてください。ルーちゃん様、アイラ様も」 

「良いですよ！」 

「高いアルけど？」 

「わ、私も、ですか？」 

 

 そう言いながらインスタント亀ラをもう構えているワイズマンに、エルビィが｜パッと

《慣れた様子で》可愛らしいポーズを取った。合わせて声をかけられたルーちゃんの方は半

眼になっていたし、アイラ・ディスペルはわたわたと慌てていたが――まあ良いだろう。 

 ゆえにワイズマンはパシャパシャパシャ！ と何度かシャッターを切り、出て来た写真

の映りを確認した。――ワイズマンはこれを、造幣局での《《説明用》》に使うつもりだ。 

 だが、その前に先ずは《《敵》》の事を良く知らねばと、ワイズマンは造幣局の噂を集める。

同時に、写真を見せたりしてエルビィ達について布教し、『推死勝』ブームを広めて行く事

も忘れない。 

 元より王都での評価もそこそこされているエルビィだ、ワイズマンが写真を見せながら

エルビィについて語り、『推死勝』について話をすると、興味を持ってくれる住民も多かっ

た。そこにすかさず王城での｜ライブ《感謝祭》の話を出せば、行ってみようかな、と言う

者も少なくはない。 

 ――これは本当に、｜エルビィ《推しアイドル》が世界を救ってしまうかもしれない。そ

う思うとファンとして胸の高ぶりが抑えられず、ワイズマンは｜当初の目的《造幣局の噂集

め》を吹っ飛ばす勢いで、『推死勝』ブームを推しまくる。 

 それとはまた別にの方向から、当日の｜ライブ《感謝祭》の後に行われる予定のチュリィ

による演説を宣伝するのは、パピルスが発行した新聞紙だ。『アンリィ様の愛した、自由で

楽しい遺跡の国を、これからも！』と題した、チュリィの演説会の日時や場所、そうして【荒

廃した遺跡の国】のこれからについての大事な話であると強調した記事は、読み手にも受け

入れやすい文面や紙面構成のおかげで、それなりに好評だった。 

 

（敬愛したアンリィ様が亡くなられた時には、どうしようかと思いましたが） 

 

 今も新聞紙を手渡しながら、パピルスはそう独り言ちる。自身の目標を失った、そう思え

るほどの衝撃を受けたパピルスは、だがその後継者（？）であるチュリィの背中を見て、再

び奮起した。 



 自分も、アンリィ様の遺志を継がなければ――ゆえに庶務決裁者としてこれまでの事務

は維持継続しつつ、手続きに来た魔族に渡すための新聞を発刊したパピルスだ。 

 

「よろしければ、こちらもどうぞお持ちください」 

「ありがと。あんりみ……つまり、アンリィ様通信、ってこと？」 

「……ひらたくいえば、そうです」 

 

 手渡す時に｜良い香り《幸香紙》もしたせいか、パピルスが新聞のタイトル｜暗リミテッ

ド・陰フォメーション《無限の情報》に忍ばせたアンリィの名にも、気付いてくれる人が多

い。それがパピルスには嬉しく――頑張らなければ、と改めて奮起する。 

 ぱら、と新聞紙を捲ればそこには、先の演説会の宣伝のほか、『｜みんなで仲良く！《平

和祈念劇の宣伝》』など、アンリィの意志である【荒廃した遺跡の国】の平和のために尽力

する仲間達の記事が並ぶ。それに改めて目を通しつつ、頑張りましょうね、と心の中で語り

かけたパピルスにまた、新聞が欲しいという声がかけられる。 

 その、新聞をリュミエールが目にしたのは偶然の産物だ。魔王城でお手伝いさん兼警備員

として勤めているリュミエールの元まで、新聞紙が届く事は普通にはない。 

 だが、その普通にはない事が起こった――それこそが今の、王城内の現状を端的に表して

いるのかもしれない、とリュミエールは考える。｜新魔王《アーサー達》に《《見限られた》》

魔王城に、何の価値があるのかと言われればそれも正であろう。 

 ぱらり、新聞紙を捲る。――だがリュミエールが見ているのは紙面ではなく、人魔大戦の

折の思い出。 

 あの頃リュミエールは、拠点の警備と｜捕虜《人間》の世話をしていたけれど、その人間

のか弱さには難儀したものだ。部屋掃除をしようと塵を吸えば窒息し、身体を拭いてやった

ら折れ曲がる――おかげでリュミエールは人間達を、アリをつまむようにソフトタッチで

対応せねばならなかった。 

 ぱらり、また紙面を捲る。あの人間達が時折、『天』やら『神』やら『天使』に祈りを捧

げていた事を思い出す。 

 

（本当に倒すべき敵は――《《彼ら》》だったのではないか？） 

 

 あの頃のリュミエールは、人間達の様子にそう感じていた。情報を聞き出そうとすれば

『天』に誓って、『神』に誓って、などといって口を噤み、時に自死するものまで居る――

そんなモノが果たして《《まっとうなもの》》なのだろうか。 

 《《魔王》》アーサーを思う。――じわりと滲む、彼への不信をリュミエールは拭えない。 

 

「なら、アタシ達にちょっとだけ協力するアルよ」 



 

 ゆえに惑うリュミエールに、笑ったのはルーちゃんだ。――王城のテラスを占拠してゲリ

ラライブを行うという、目的のために自分達を手引きしないか、と笑う。 

 

「何だかビッグなウェーブが巻き起こりそうな予感するネ？」 

「――そうか」 

 

 それに、リュミエールからの明確な返事はなかったが気にせず、ルーちゃんは《《その時》》

のための準備に奔走した。ライブ用の衣装の調達に、歌と踊りの練習、それから《《ちょっ

とした仕込み》》など、やるべき事はたくさんあるのだ。 

 ゆえに、ルーちゃんのみならず誰も彼もが、《《その時》》に向けて動き回り。――ついに、

その日は来た。 

 

 

● 

 サーリヤ サディクが王城に辿り着いたのは、エルビィらによる『推死勝』ゲリラ｜ライ

ブ《感謝祭》の開催直前だった。その足でチュリィの元に向かったサーリヤは、現時点まで

の調査の結果を端的に伝える。 

 

「殺生石を今後、対天使に利用できないか調査してきましたが――今の所は難しそうです」 

 

 サーリヤがその方法として真っ先に思い付いたのは、友人のモーリィ モルモントの事で

ある。モーリィは分身が出来る――殺生石を使用するには誰かの死、または死に類するほど

の重傷に起因する強い恨みが必要というのなら、モーリィの分身体が《《そう》》死んだ場合

あわよくば、魔族が死ぬというコストを考えなくてもいいうえに、何度も使えるのではない

だろうか……？ 

 否、もちろんサーリヤとて友人を犠牲にするような実験を現に行おうとは思わないが、思

考実験ならば自由だ（多分）。さらに言えば、モーリィはあくまでも《《身近な一例》》であ

って、種族によってはそういう事も出来てしまうのかも知れないな、と考えたのである。 

 

（あとは、対象者が自害した場合は？ 自身に強い恨みを持っている場合でも有効かしら。

世界に対してですとか、漠然としたものを恨んでいたら……なんにせよ、こんなとてつもな

いもの、何処か資料の片隅にでも記述があるのではなくて……？） 

 

 そう考えて資料等と格闘していたサーリヤは、結論から言えば《《何の成果も挙げられな

かった》》。どうやら単に怨念と言っても、魔族のものは対象とならないらしい。 



 人間の場合は自死でも有効なのか――という事も不明ではあったが、恐らく、よほどの恨

みでなければ駄目なのだろう。ダメ元で｜殺生石の記憶を辿って《アルカナ：祭司》みたも

のの、1時間前までに通りすがった党員の顔を確認出来たくらいだった。 

 

「まだ採集カカ・ポにサンプルを集めさせている所ですわ。また、何か判ればお知らせしま

すわね」 

「頼んだチュリ」 

 

 それにチュリィは頷いて、チュリィ……と思索に沈む。事ここに至っては、チュリィの今

最も重要な役割は眼前の演説会で《《ぶち上げる》》事だが、それでも内政官として、アンリ

ィの後継者（？）として、やれる事は何でもやりたい。 

 

（フランセスに手紙は届いたチュリか） 

 

 窓の外を見遣りながら、考える。王城に入る前に託したフランセス宛の手紙――自身がア

ンリィの遺志を継いで遺跡の国を守ろうとしてる事、自分も孤児に近い境遇だから気持ち

はわかる事などを綴り、孤児の生活を守ろうとする者がいるのだ、と示したもの。 

 あわよくばそれで安心させ、フランセスを味方につけたい所だ。だからただ、『戦争に加

勢しろという訳じゃないが、一緒にチュリ達と同じ道を歩んで欲しいチュリ』という言葉が

彼女の中に響く事を願うしかない。 

 そう、思いを馳せた王城の外からは、パピルスやワイズマンの宣伝活動の成果もあってか、

それなりに人が集まっていた。特に、パピルスの新聞は知己の助力もあってテネブル市内で

も配布されたためか、ヴァンパイアもそれなりに居る。 

 だが、それゆえに警戒も必要だとイヴは、不審者への警戒に神経を尖らせていた。どうか

したら、アーサー達一味がここに殴り込んでくる可能性も、絶対にないとは言えないだろう。 

 ゆえにチュリィの秘書としての権限をフル活用し、使い魔も存分に使い倒して、イヴは聴

衆や王城内部に喋るカカ・ポやバズバーグ部隊の魔族が侵入、紛れ込んでないか警戒する。 

 

（アーサー達、天使などというわけのわからない者たちよりチュリィ様が素晴らしいとい

うことを世界に知らしめてやるのじゃ！） 

 

 待っておれよ、と鼻息を荒くするイヴに協力し、リュミエールもまた城内の警戒に当たる。

魔王城内を熟知しているリュミエールにとって、イヴたちに助力をする事は、難しいことで

はなかった。 

 ――1人で行動を起こしても、出来る事はたかが知れている。ならば、自分と同じ意思を、

思想を持つものがやってきた今こそ、この力を使うときだろう。 



 ゆえにリュミエールは惜しみなく彼の持つ王城内の知識を披露し、イヴらはそれを惜し

みなく利用して。おかげでテラスまでは難なく到達出来、着々とライブの準備を進める事が

出来た。 

 ――『推死勝』ゲリラ｜ライブ《感謝祭》の開催まで、あと少し。 

 

 

● 

 造幣局でワイズマンは、伝手を頼りに『新魔王』アーサーの記念コインの発行や、魔界ド

ルのレリーフについての話を聞いていた。魔王が変わった以上は必然的に行われるそれら

の作業を、止めたいというのがその本音だ。 

 ゆえに通貨デザインの変更について尋ねたワイズマンに、だが、まあ仕方ないよね、とい

うのが返って来た大半の反応だ。統治のために必要なのは事実なのだからと、淡々と作業は

進んでいる。 

 

「あなた方は、それで本当に良いのですか？ おかげさまで、アリッサ様は無事です。しか

し、こんな仕打ちを受けて、アーサーを王と認めるのですか？」 

「だが、戦挙で勝ったのはアーサーなんだろう？」 

 

 魔界ドルを介した魔術をアーサー側に使われては困ると、説得を試みたワイズマンに、だ

が職員は困惑するばかりだ。それでも、そこに《《心から納得はしていない》》という気配を

感じた気がしてワイズマンは、《《最後の賭け》》に出る。 

 出したのは、エルビィの写真。先ほどまで、職員達にも熱心に布教するのに使っていたそ

れを、例えば、と彼らの前に再び見せる。 

 

「いま王都で 1番人気の魔族、カリスマ的存在のエルビィに描き替えては？ きっと今頃、

エルビィたちは王都を征すようなライブをしていることでしょう――貴方が本当に推した

いのは、どなたでしょうか」 

「――ははっ」 

 

 その言葉に、職員はたっぷりの沈黙ののち、何とも言えない笑みを浮かべた。――さすが

に、冗談だと受け取られたようだ。 

 とはいえ、エルビィ達によるライブが今まさに始まったのは、偶然にも事実であった。 

 

『推しの種は蒔かれ芽は吹き、今こそ花が咲く時です！ 

 戦挙も魔族同士の戦争もおしまい！ 

 皆、輝いて！ 



 この「sun」で照らします！』 

 

 それまで静まり返っていた王城のテラスに、突如そんな声が響き渡る。刹那、賑やかな音

楽が華やかに響き渡り、テラスに 3人の女性達が躍り出た。 

 真っ先に躍り出たのはルーちゃんだ。存分に衆目を集めてから、バチコーン★ と成大に

ウィンクしたルーちゃんに、聴衆の一部から歓声が上がる。 

 次いで現れたアイラが、おどおどとルーちゃんの立ち位置等を確認しつつテラスでちょ

っと手を振ると、何か判らんけど可愛いー！！ とまた一部から歓声が上がった。始まる前

から、すでに雰囲気が出来上がっている。 

 そうして――満を持してエルビィが、聴衆の前に現れた。ここにはエルビィのファンも、

そうではない者も居るが――全員まとめて、ガシッとハート、掴んじゃいます！ 

 

「皆様ー！ 楽しんで下さいねー！！」 

 

 ゆえにエルビィが PSY・リウムを振りながら叫ぶと、聴衆から「うぉぉぉぉぉ！！」と歓

声が上がった。中にはその雰囲気に驚いて、何だなんだと周りを見回している者も居る。 

 そんな中――先ずは 3人揃っての、ダンスからライブは始まった。 

 

（ル、ルーちゃんさんが良く見えませんが……！） 

 

 此処にいる 3人の中、1人だけアイドルというもの自体がよく解っていないアイラも必死

に、ルーちゃんやエルビィの様子を見ながら踊りについて行く。だってそれで良いと言われ

たから……！ 

 それで、どうにかなるのがアイラの才能でもあるのかもしれない。そうして、王都のこん

な状況に凹んでいた住民たちにとっては、ライブは十分に明るい刺激となり得たのだろう

――少しずつ、彼らの顔が輝いていくのが判る。 

 そのまま何曲かを歌って踊る、3人の音楽への真摯な姿勢がテラスの向こうまで大きく広

がる。そうして舞台は最高潮を迎え――存分に暖まったその場に、チュリィ（のガワを被っ

た誰か）は満を持して登場する、はずだった。 

 だが、そこに｜警備員《リュミエール以外》が駆け付けてしまい、ライブは強制解散とな

ったのだった―― 

 

 

● 

 一方その頃。拠点近く。チュリィは集まった聴衆の前に立った。 

 「皆も、今の状況は良く知っていると思うチュリ」 



 

 その言葉に、おう！ と声を上げるのはチュリィが事前に仕込んだ｜サクラ《領民》であ

る。そちらへと頷きながらチュリィは、言葉を続ける。 

 ｜喋るカカ・ポ《天使》の狙いは魔族殲滅の可能性が高い事、バズバーグの要求からアー

サーが【荒廃した遺跡の国】を用済みと見做したのは明白である事、そして―― 

 

「アンリィ様は最期に……アーサー様ら幹部が奴の手先である事を教えてくれたチュリィ

……」 

 

 ほんの少し語気を弱めて紡げば、しんみりとした空気が漂った。そこに畳みかけるように、

これまでの【死ん世界党】の躍進はすべて｜奴ら《天使達》の計画通りだったのを、遺跡の

国と党員を愛したアンリィが｜古い仲間《アーサー達》を裏切ってまで助けようとしてくれ

たのだ、と演説すれば、大きく頷く顔が幾つも見える。 

 

「もう幹部達は頼れない！ これからは我々自身の手で遺跡の国を……いや我々の未来を

守る時チュリ！」 

「……だが」 

「貴様らの望む自由とは！ 気に食わない強者の手で一方的に！ 1 人 1 人始末される事

チュリか！？」 

 

 その言葉に、異を唱えかけた魔族に気付いたチュリィはさらに語気を荒げ、その魔族へと

畳みかけた。半ばは勢い――だが、その言葉に理はある。 

 共通の敵を討つためには、こちらも団結する必要があるのだと、そうして叫んだ。 

 

「今ここに新しい死ん世界党――【ネオ死ん世界党】の樹立を宣言するチュリ！」 

 

 その言葉に――集った聴衆の全てではなかったにせよ、あちらこちらからの賛同の声が

上がったのだった。 

 

 

● 

 その後。 

 王城に密かに残ってアーサー達の目的に繋がりそうな物や、王杖など重要そうなアイテ

ムを探したアイラは、何も見つからなかったと悄然と仲間達に報告した。さすがに、王城に

入ってひと月弱も経っていれば、置きっぱなしにもしなかったのだろう。 

 また、サーリヤは追調査で『アンリィが死んだ際に恨みを残していないか？』『それを殺



生石に流用出来ないか？』という部分も調べたのだが、こちらも空振りだったらしい。どう

やらアンリィは誰も恨まず、言うなれば『お互いの主張が違っただけだから仕方ないですよ

ね』くらいの爽やかさ（？）で亡くなったようだ。 

 

 そして、最後に。王城テラスに、ルーちゃんがパフォーマンスのために仕込んでいたチュ

リィの着ぐるみが発見され――それを元に、チュリィは指名手配される事になったという

―― 

 

（担当マスター：蓮華・水無月） 

 

 

【獲得勲章スキル】 

造幣局交渉者★★★ 

造幣局の「アイドルをやたら推す魔族」 

 

【悪運】 

57 → 57 

  



▼EP-8：騒々魔界ブルシット★ブレイク 

【リーフ：8-0109】 

 

● 

 王都カダスは今、なんやかんやで大変な事になっている。 

 新しい魔王は天使の手羽先だし、かと思えば天使が大挙して攻めてくるっていうし、これ

ぞマッポーめいた魔界の世紀末で夢も希望もありゃしねえという有様――ではなかった。 

 寧ろ夢と希望に満ち溢れてキラッキラに輝いてやがるぜ！ なんてこったい！ 

 それもこれも全部、ネオ死ん世界党って奴等の仕業なんだ！ 

 

「しゃーいにーーーん！」 

 推死勝あいどるエルビィは遂に、この王都カダスの全域を己のステージにしてしまった。 

 もう待たない、これからは移動ステージで自らワタシをデリバリー！ 

 弾丸ツアーゲリラらいぶ、はっじまっるよー！ 

 

 どうしてそうなった？ 

 

「色々あって意気消沈した王都のみんなに元気になって貰うためアル！」 

 ルーちゃんが答える。 

「……というのも、まあ間違いではないアルね」 

 この重たい空気をどうにかしたいのは事実だ。しかし同時に王都ゲリラ Liveでネオ死ん

世界党とその党首の知名度を上げたい、ついでにグッズで金儲けしたいというのも事実。 

 

「そんなわけで、今回もまた僕らクラフターが大変な事になってるんだけどね」 

 リトス・シーニィが全く大変そうには見えない涼しげな顔で言う。 

「大変だけど寧ろ本望だよ、物作りでみんなを支えるのが僕らにとっての戦いだし」 

 張り切ってステージカーに改造したワイズマンのウ魔車は色とりどりのライトで豪勢に

デコられ、ついでに曳ウ魔のベル号にも衣装やアクセサリで目一杯のおめかしをさせてみ

た。 

 それにルーちゃん発案の「エナガヘッド計画」に必要な被り物や着ぐるみ、党首の衣装に

寄せて作った「なりきり変身セット」の大量生産。これらは無料で配られる上に、着てくれ

た人には特別セールやオーダーメイド品を格安で提供するサービスも予定している。 

「これを着て出歩く人が増えれば指名手配された姫くんの攪乱にもなるし、エナガワ団の

商品宣伝効果も抜群だよね」 

 もちろんお馴染みのマークを入れる事も忘れない。魔界の指名手配は今や、ステータスシ

ンボルと化している感さえあった。 



 そちらが一段落すれば、次はエルビィの推死勝用に PSY・リウムのレプリカや応援うちわ

などのグッズを作っていく。 

「エルビィくんの晴れ舞台なんだし、華やかにしたいからね。今回はこれも無料で配るんだ、

ライブの一体感を出したり、エルビィくんが敬愛してる魔族の姿を真似ようってことでね」 

 なおそれら全てを各 500 魔＄で売り捌こうとしている者がいる事など、職人気質のリト

スには考えも及ばなかった。 

 リトスが思い付く悪巧みといえば―― 

「あ、これは内緒だよ」 

 そっと後ろ手に隠したそれは、魔王のそれに似せた王冠だった。 

「魔王になるならない関係なしに、ボクが被ってるところ見たいんだ」 

 出来れば本物がいいけれど、それはまた今度。記憶を頼りに団員のイメージカラーの宝石

や自身から自然に割れ落ちた水晶などで飾り付けてある。 

「それに合わせて服も作って……うん、次に会う時に渡せるといいな」 

 

 ペルルドールは、エナガワ団グッズを満載したウ魔車で果ての市場に乗り入れた。 

 初めての商売に、比較的治安も良くエナガワ団の知名度も高いこの場所を選んだのは養

い親だ。サポート要員として自身の配下から数名を選んで同行させてくれたのも。本人は人

海戦術で出来る限り多くのエナガワ団グッズを流通させる為、と言っていたけれど。 

「どれでもひとつ 500 魔＄です」 

 自身もシ魔エナガの被り物を纏い、各種グッズを身に付けた広告塔となったペルルドー

ルは、指示された通りの値段を買い物客に告げる。交渉には一切応じない代わりに、実演を

して見せれば多くの人がお値段以上の価値を認めてくれた。 

「ありがとうございます。これからもどうぞご贔屓に」 

 そうして経験を積み、商売に慣れたら、次はいよいよ単独での行商だ。 

「あたしには天使と戦う力も、すごい頭脳もないけれど……できることがある」 

 好きな人のために。貧困で苦しんでいた自分をシ魔エナガの被り物を被った魔族が救っ

てくれたように、誰かにとっての救いになれる事を願って。 

「大事なお仕事、頑張ります」 

 とはいえ、ウ魔車を曳いてくれるウ魔や運搬の手伝いをしてくれるカカ・ポ、可愛いエナ

ガグッズとともに旅が出来るのだと思えば心も弾む。 

「黒い砂漠に、ガタトノーア……行った事のない場所ばかりです」 

 話には聞いているけれど、この目で見るのは初めてだ。 

 足取りも軽く各地を回りって商品を売り込み、売り捌き、ネオ死ん世界党の名を広めてい

く。 

 値段交渉には応じないが、小さくてあかぎれだらけの手が差し出されれば、そっと小さな

マスコットを握らせてやる事もある。 



（今度はあたしがシ魔エナガの使者になって、誰かを救う番） 

 自分一人では支えきれなくても、そこには|製造元のマークが《困った時にはここにおい

でと》記されているから。 

「シ魔エナガはきっと、あなたにも幸せをもたらしてくれますよ」 

 

（アーサーさんが悪者になったとか、お姫さんがしめいてはい？されたとか、てんし？がや

ってきたとか……オデには、難しいことはよくわかんないど……あ、|ネオン視界灯？《ネ

オ死ん世界党》っていうのにも入ったんだど） 

 ダムオックスは力自慢だ。だから頭を使うことはあまりない。 

（でも、いつだってお姫さんはオデの代わりに色々難しいことを考えてくれたど。オデを正

しいことに使ってくれているって、そう思ったど） 

 安心して舵取りを任せられたからこそ、ダムオックスはダムオックスのままでいられた。 

（だから、最後までオデはお姫さんを信じるんだど） 

 その姫は今、別の場所で戦っている。 

 ダムオックスの戦場は今ここだ。 

 リトスとその配下達、クラフトチームが作った物を全て積み込んで――え？ ライブ用

のステージカーがデコりすぎて重量オーバー？ 曳ウ魔のベルちゃんにも重すぎて曳けな

い？ 

「だったらオデが曳くど」 

 ステージカーにも荷物は詰める。寧ろその上で歌って踊れるステージ仕様なので、本体部

分は大きくて頑丈に出来ている。 

 キラキラのステージカーに荷物を満載して、ダムオックスは王都へと向かった。 

 

 その間にも豪華にデコった車体や、隣を歩くおめかしベルちゃん、周囲で歌って踊るルー

ちゃんやアイラ・ディスペルのパフォーマンスに惹かれて人々が続々と集まって来る。 

 彼等に向けて、ワイズマンの配下達が商魂逞しくグッズを売り込んで行く。 

 同時にワイズマン本人は推死勝グッズに身を固め、純粋なファンの一人としてイベント

の盛り上げに一役買っていた。 

「私もエルビィ様を推しているのですよ。心の拠り所があるというのは実に素晴らしい、幸

せな事でございますね」 

 その宣伝効果もあってか、一行が王城前の広場に到着する頃には、彼等を取り巻く集団は

エルビィのグッズを振り上げシ魔エナガヘッドとコスを纏った、ネオ死ん世界党強火担の

巣窟と化していた。 

 

 そして今、伝説の――始まる前から伝説となる事が約束されたライブが始まる。 

 



「生きる活力を同意なしに奪うなんて……それだけは許せません！」 

 どこからともなく、俺たちのエルビィの声が聞こえた。 

 キラッキラのステージカーの上には、まだ誰の姿もない。しかし！ 

「どうも、ネオ死ん世界党のエルビィです☆ミ」 

 車の背後から、エルビィがセルフで迫り上がって来る。その姿がライトに照らされたその

時、ピンクで可愛いキラキラあいどるがステージに飛び上がった。着地の衝撃にビクともし

ないステージカーは、流石のシ魔エナガ印である。 

 エルビィを挟んで両側に立つのは、ネオ死ん世界党のアイドルユニット『推死勝』所属の

ルーちゃんとアイラ。お揃い衣装で歌って踊ってファンサして、新たなムーブメントをブチ

上げる！ 

「へーい。お前ら天使にいい様にされて悔しくねーアルか？」 

 無表情で大人しい陰キャに見えたのも今は昔、ルーちゃんはトークで群衆を煽る。煽りま

くる。 

「このクソみたいな状況打開したいなら推死勝に、エルビィに付いてこいアル。そして自由

を掴み取るヨ」 

 両翼の一端を担うアイラはステージ経験二度目にして、未だにアイドルというものがよ

くわかっていない初心者枠。だがその初々しさが堪らないと推す声は多い。寧ろこの生まれ

たての雛を守り育て、いつの日か「彼女はワシが育てた」と言いたいが為に推す向きも多か

った。 

 だが動機は二の次、今は動悸と息切れで倒れるまで推し色の PSY・リウムを振り、うちわ

の風で熱き想いを届けるまでだ。推しがネオ死ん世界党に属するならば自身の所属変更も

躊躇わず、どこまでも追いかけて行く所存。あいどるの政治活動、良いじゃないか。これは

悪党がアイドルを利用しているのではない、アイドルが悪党を利用しているのだ。ネオ死ん

世界党が魔界の覇者となった暁にはアイラたんの持ち歌を魔界の国歌（？）に！ 

 という声も、あったとかなかったとか。なおアイラにはまだ、持ち歌はない。だが歌は嫌

いではないと言うから、ここで観客を魅せればソロ曲 GETも夢ではないかも？ 

「と、とにかく……任せられたことですから。頑張り、ます」 

「さぁ、心を一つにしてエルビィに……しゃいにーーん！！！」 

「しゃ、しゃいにーん……」 

 

 ＼＼しゃーいにーーーん！！／／ 

 

 その声に応え、エルビィは語りかける。 

「私は歌って踊って皆を推す事しかできません……でも、それが誰かの生きる力になる（|

かもしれない《小声》）限り、私は止まりません！」 

 太陽の加護の片鱗たる声と姿はこの機の為に。 



 弱体と無気力を払う音になると信じて。 

 自分の全てを駆使して。 

「私は今、王都中に歌います！」 

 その声に乗って。 

 その歌に乗って。 

 その笑顔に乗って。 

 熱狂の渦は加速していく。 

 

 推死勝の 3人を乗せたまま、ダムオックスに曳かれてステージカーは走る。 

 途中で何度か王都警備隊の妨害にも遭ったけれど、いち早く察したダムオックスがぶん

殴って追い返してくれた。 

 否定も拒絶も妨害も、全てを乗り越え王都全体に歌と踊りと推し力を届ける為に。これま

での王都での活動で得てきたファンと、今ここで生まれた新しいファン、特にファンではな

いけれど「なんかいいな」と思ってくれた誰か。彼らと共に王都を駆け巡りながら、エルビ

ィは加護の片鱗と共に歌い舞い、声を届ける。 

 未だ片鱗たる加護に願ったのは、歌声と推死勝による天使の弱体結界の打ち消し。それが

叶えられた感触はないけれど、ライブの盛り上がりは結界の効果を打ち消して余りあるよ

うに感じられた。 

「皆さん、輝いていますね！ とても良いですっ☆ミ」 

 王都の全域で歌い終えたら、皆で電波塔を目指してみるのも良いかもしれない。 

（怠惰の歌を流す方が居るなら、生命賛歌を届ける魔族が居たって良いじゃないですか？） 

 

 ツアーの道中では、ルーちゃんがファン以外の王都民にもエナガセットを配って（有料）

勢力の拡大を図っていた。 

「天使がなんだー！」 

「魔族を|無礼《ナメ》るなー！」 

「推死しか勝たーん！」 

「しゃいにーん！」 

 ますます膨れ上がった群衆を導き、ルーちゃんは再び王城前へと戻って来た。 

 その手にはいつの間にか、可愛らしいネオ死ん世界党党首の姿がデカデカと描かれた旗

が握られている。 

「お前ら覚悟はキメたアルか！ これから王城に凸るアルよ！」 

「「「おおーーーっ！！！」」」 

 主に野太い声が、群衆の中から元気に返って来た。 

 

「王杖が理不尽の象徴……？」 



 アイラの耳にそんな噂が飛び込んだ瞬間、纏う空気ががらりと変わった。口調も変わった。 

「なるほど、奪えというのですか……いい、とてもイイですネ。ふふ、キャハハハハハっ！」 

 目標、再設定。ターゲットは王杖。 

 ダムオックスが召喚した土壁を足場に、アイラは城壁の中へ飛び込んで行った。 

 その姿から周囲の目を逸らす為、ダムオックスはその場で暴れ散らす。正義のアルカナが、

友を助ける力となった。 

 だが、二人ともまだ知らない――王杖が今、そこには無い事を。 

 

「今回も良いライブでしたね」 

 全てを見届けたワイズマンは、満ち足りた気分で自分の仕事に取り掛かった。 

 王都の空気は確実に変わった。グッズの売り上げも上々、ネオ死ん世界党とエナガワ団の

知名度も鰻登り。ならば次は――造幣局を説得し貨幣の顔に救世主を！ 

「今度は冗談とは言わせませんよ」 

 デビルらしい狡猾そうな笑みを浮かべ、ワイズマンは造幣局へと歩を進める――尤も、そ

の表情はシ魔エナガの被り物に隠されて見えなかったけれど。 

 が、数歩も行かないうちにワイズマンは知った顔に呼び止められた。 

「そこのシ魔エナガ」 

 造幣局の局員だ。それも、それなりの決定権を持つ魔族である。 

 ライブの成功が功を奏し、この盛り上がりが造幣局を動かしたか。 

（これは遂に……！？） 

 思わず緩みそうになった頬を引き締め、ワイズマンは平静を装って男と相対した。装いき

れていなかった気もするが、こんな時にも被り物は重宝する。 

「おや、私に何かご用でしょうか」 

 わざと突き放すように応えてみれば、相手は小声で囁いた。 

「然るべき場所で話がしたい」 

 

 ネオ死ん世界党党首の名代として、ワイズマンは説いた。 

「既に大勢は決しました」 

 この期に及んで、天使に与するアーサーを魔王と認める者はいないだろう。 

「我らネオ死ん世界党は、戦後も平和的に王都の内政機能を維持したい意向です――造幣

局や職員、貨幣経済の為にも」 

 迷いのない言葉に、局員の顔から不安の色が薄れた。 

「いいでしょう。もしもことが成ったなら――」 

 

 その後、シ魔エナガ柄の硬貨を目にした魔族達は知ることになる。 

 アーサーや天使達の完全なる敗北を。 



 

（担当マスター：STANZA） 

 

 

【獲得勲章スキル】 

記念硬貨の提言者（造幣局）★★★★ 

 

【悪運】 

57 → 50 

  



ペルルドール 

▼EP-6：窮々魔境イニシエーション 

【リーフ：6-0309】 

 

 ――対アーサー対策会議。様々な魔族達が意見を述べたり、愚痴をこぼしている。 

 その全てを聞き漏らすまいとペルルドールは耳を傾けながら会議の内容を手持ちの【筆

記用具】で【手帳】に書き記す。議事録を作成しているのだ。 

 時折余裕が出来たら周囲を見回し、参加している顔ぶれを【丸暗記】する。自分側に上手

く引きこめそうな存在がいるかという事と、仮に敵対した時に虚を突けるようにする為の

行動だ。 

 大半は元悪党であったり、一般魔族だが何かしらの目的を持っているらしき死ん世界党

員もちらほら見られた。その顔を出来る限り暗記し、ペンを走らせている。 

 ――そんな中、会議の席に着いていたフランセスに意見を求められそうになっている所

を目にしたペルルドール。ここぞとばかりに「提案があります」と手をあげた。 

 周囲の目が向けられる中、内心ビクビクしているが事前に堂々と発言できるように練習

済みだ。|内心を悟られないよう《【鉄仮面】でビクつくのを隠し》、意見を述べる。 

 ペルルドールの意見は２つ。まず１つ目は『対アーサーの旗印にアンリィを据える』とい

うものであった。 

「そもそも、死ん世界党の魔族にかけられた隷属の魔術はアンリィがかけたものになりま

す」 

 アーサーよりもアンリィの方が逆らえない存在と言える。よって必要なのはアンリィと

の敵対を回避する事。何をするにせよ、アンリィを味方に付ける必要がある。そうペルルド

ールは言ったのだ。 

 続いて２つ目の意見は|１つ目の意見《アンリィを旗印にする事》を前提とした話になる

が『アーサー不在の隙を狙い遺跡の国を反乱側の拠点とし、同時にこの対策本部を第二拠点

とし挟撃を行う基地とする』というもの。その為に対策本部に物資や人を運び入れるという

のだ。 

（この場所に物や人を運び入れましたら、強襲拠点にするには持って来いですからね） 

 ――実の所、この狂気高原の特に霧が深い区域を『拠点に攻め込む敵を強襲可能な基地と

する為に物資を運び入れる』というのが狙いである。今後戦う事となる敵がアーサーであろ

うがなかろうが、有意義な試みとなるだろう。 

 この意見に関して話し合い、暫くした後に答えが出る。まず１つ目の意見からだが、『ア

ンリィをこちら側にどうやって引きこむかが問題』というものであった。その過程で敵対す

る可能性もある為、行動は慎重にならざるを得ない上難易度も高いと思われる。むしろ『ア

ンリィを先に排除すべき』という過激な意見をいう者も出た程だ。その為案の１つとして保

留にするが、採用は難しいという結果になった。 



 続いて２つ目の意見だが、この本部を拠点とするのは『検討の余地があってもいいのでは

ないか』となったが一先ずは保留となった。 

（とりあえず、楔は打ちこめましたかね） 

 その結果を聞き、ペルルドールはそう思うのであった。 

 

 ――その様な会議をしている一方。 

「思ったよりもお元気そうで」 

 会議の様子をぼんやりと眺めていたモーリィ・モルモントに、サーリヤ サディクが話し

かける。一瞬訝しげな表情を浮かべるが「ああ、お前か」とサーリヤが差し出したお菓子を

モーリィは受け取る。 

「指名手配されているようですが、その理由が本当に窃盗というのなら……あのクソガキ

もといアーサーは少々やり過ぎですわね」 

 ふぅ、と溜息を吐くサーリヤの横でモーリィは「……まぁ、事実ではあるからな」とそっ

と目を逸らす。食料などを盗んでいるので仕方ない所ではあるのだ。 

「ところで、お願いというかご相談なのですが――」 

 サーリヤがモーリィにある話――アンリィストーンをこの狂気高原に、分身を使って持

ち込めないだろうかと聞いてみた。その話をモーリィは「目立った動きはしたくないんでな」

と断った。 

「そうですか……それと、あれが例の殺生石で？」 

 サーリヤが会議室の隅の方に置かれているゴツゴツとした岩――殺生石に目を向ける。

これでも一応保管されているらしい。 

 石という名の岩は黒や紫といったものが混じった陰気な色になっており、会議中の魔族

達もチラチラと視線を向けるが『何か嫌、怖い』と恐れている様子である。 

「そういえば私、あなたのような身体の方にあまり知り合いがいないのですが……こうい

った物も取り込めますの？」 

 だがサーリヤは好奇心に満ちた目で殺生石を見ていた。その質問にげんなりした表情で

モーリィが答える。 

「誰が食いたいと思うんだよこんなもん……そもそもな、石は！ 食い物じゃ！ ない！」 

 モーリィの言葉に「そうですか……」と残念そうにサーリヤが呟く。 

「大体よくそんな怨念の塊みたいな物に興味持てるな」 

「気になりますよ。怨念、つまりはネガティブな塊のこの石をどうにか反転できればポジテ

ィブ――つまりふわふわもこもこが凝集されたパワーが手に入る。そうすれば魔界は平和

に！」 

「どうやっても無理だろこんな怨念の塊どうにかするのなんざ」 

 呆れたようにモーリィが殺生石に目を向ける。よくよく見ると顔の|部品《パーツ》らし

き物が見える……気がする。 



「出来る事なら欠片だけでも持ち帰りたいのですが……欠片も存在したらしいですが、食

べられてしまったと聞きました」 

「食った奴いるのかこんなのを……」 

「アンタら、ちょっとどいてくれるか？」 

 殺生石に触れようとしたサーリヤとモーリィに、ダン・シュートが話しかける。 

「はい、どうしました？」 

「その殺生石をこれから別の拠点に移転する事が決まったんでな」 

 ――サーリヤ達が殺生石を眺めている間も会議は進んでおり、フランセスの一言が切欠

となり一部魔族――キュー・モンテスキューとラセットから『殺生石を別の場所へ移送すべ

き』という意見が出たのだ。 

「殺生石って危険なものでしょ？ テキトーに使ったらヤバくない？」 

「確かに。切り札にするなら、安全かつ確実に使えるように研究するべきだと思う」 

「そうだね。ちなみにＱは石に関しては大が付くほどの専門家だからね！ 上手く使える

ようにバッチリと研究するよ！」 

 そう力説するキューとラセットに加え、滑稽ガールの「わしらに害があってもイヤじゃし、

石に詳しい奴に任せとくんがよかろ」と言う言葉が後押しとなり、『殺生石の輸送』と『輸

送先となる拠点作り』が決定したのだ。 

「――というわけで移転先となる拠点の場所も決まってな、俺とアイツでこの石をそこま

でこれから運ぶんだ」 

 そう言ってダンが目を向ける先には、何やら別魔族に絡まれているスクルトの姿があっ

た。 

「お前みたいな奴が運べるのか、試してやるよ」と殴り掛かって来た魔族の攻撃をその|身

体《【美肌】》で受け止め、逆に|殴り返《【石打】で返り討ちに》している。 

「あらあら、この程度ではアーサーに反旗を翻した所であっさり返り討ち、ですわね？」 

 それ以上絡んでくる魔族は居ない為、スクルトがダンの方へ歩み寄る。 

「時間を無駄にしてしまいましたわ。さぁ手早く運んでしまいましょう！ キュー、そちら

も上手くやってくださいましね！」 

 スクルトの言葉にキューが手を振る。これからキューと滑稽ガールは一足先に移転先で

拠点作りを開始するという。ラセットも研究の為についていくようだ。 

「わ、私も！ |殺生石《こんな面白い物》を研究できるというなら是非ともご一緒させて

ください！」 

 サーリヤも殺生石を好き放題調べられるチャンスだと、キュー達に同行するようである。 

「……物好きが多過ぎだろ」 

 その様子に、モーリィが呆れたように呟くのであった。 
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「それでは。支払いは死ん世界党にツケといてくれ」 

「ええ、今後とも御贔屓に」 

 ――殺生石の運搬を終えたダンは、今後に備え新たな拠点用の物資を買い込む為商人の

下へ訪れていた。 

 取引は無事終わり、商人と別れたダンは買い込んだ食料、薬に建材や武器等をウ魔車に載

せる。 

（結構買えたな。ツケでどうにかならなかったら運び屋でもするつもりだったけどよ） 

 今回取引した商人も『儲けさせてくれるなら』と今後も関係を持ってくれるようである。

コネ作りも出来たと成果を感じながら、ダンは新たな拠点へ向かってウ魔車を走らせた。 

 ――ダンが走らせるウ魔車は、狂気高原の至る所に存在する果樹園の１つへと向かって

いた。そこに新拠点が存在する。 

 背の高い樹で拠点を隠す様にカモフラージュしてある為、遠目から見てもただの果樹園

にしか見えない。近くに来ても、知らなければただの果樹園として見過ごしてしまうだろう。

この場所は今の所死ん世界党員の間のみで共有されている。 

 ――果樹園の傍にある掘っ建て小屋の近くで、ダンはウ魔車を停める。廃墟、とまではい

かないが見た目古く、収穫物の保存にでも使っている――そんな風に見える小屋が、研究所

兼拠点である。 

 そんな|古い《ボロい》小屋であるが、《《内側から》》施錠が可能になっている。物資を運

びながら入り口を施錠し、更に奥の壁――と見せかけた隠し扉を開けてダンが中に入る。小

屋の中に更に隠し部屋で殺生石の設置場所をカモフラージュしているのだ。 

 ――この新たな拠点となる小屋は、キュー、滑稽ガール、スクルトの手による建築だ。 

 周囲から拠点とバレぬよう、キューが指示を出しスクルトが手伝いながら滑稽ガールが

建築。更に果樹園に溶け込む様にキューがカモフラージュまで施した物だ。見た目はボロく

とも、スクルトが「研究がいつまでかかるかわかりませんから」と長持ちするように頑丈に

仕立てている。 

 また内部も内側からの施錠が可能な事に加え、隠し扉を用いて殺生石の設置場所兼研究

場所を滑稽ガールが作ったのだ。 

「ぼーっとした顔をしてるがやる時はやる魔族。そんなかっこいいわし……はーかっこい

い」 

 そんな功労者の１人である滑稽ガールが、そんな事を呟きながらゴロゴロと寝転がって

いる。自画自賛であるが、その姿――寝転がって尻を掻く様は格好いいからは程遠い。 

 ダンはそんな滑稽ガールを呆れたような目で見つつ、その視線の先へと目を向ける。 

「あー！ ようやく、よーーやく！ 殺生石の研究が出来る！」 



 歓喜の声を上げるキューに「良かったですわねぇ、キュー」とスクルトが微笑ましげな眼

差しを向けている。 

「喜ぶ気持ちはわかるけどまだ早いよ。色んな事が出来るけど、色々と調べる事も多いから

ね。ふむ、砕いたり、削ったりとかはできるのかな……？」 

「も、もし欠片が出るようなことがあれば、是非とも譲っていただければ……！」 

 ラセットが殺生石を前に出来る事を模索しながら呟く言葉を耳にし、サーリヤが欠片を

強請るように言う。 

「生き生きとしてんなぁ」 

「じゃろ。研究とやらは詳しい者に任す。一仕事を終えたかっこいいわしはそれを眺める。

適材適所というやつよ」 

 そうゴロゴロしながら言う滑稽ガール。時折尻から何か音が出ているが、ダンは聞かなか

ったフリをした。何を言っても「かっこいいわし」で済ませてしまうだろうから。 
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 ――キュー、ラセット、サーリヤの手により殺生石の研究が行われる。 

 キューが【石知識】と【超論理的思考】を用いて石の発動条件に関して――簡略化または

複雑化できるか。発動範囲の拡大縮小、出力調整などが可能かどうかの検証を。 

 ラセットは毒物を塗る【薬物付与実験】による【触感】や腐食といった変化が起こるか。

殺生石を媒介とした魔術の発動。【ヘリオトロープ】を用いて全ての魔力の譲渡を行う、と

いった実験を。 

 サーリヤも【拡大鏡】を用いて【採取】【博識】【資料検索】と知識をフル稼働し、|自身

の野望《ふわもこ》に利用する為の転化法があるか、というのを探った。 

 様々な実験を行い、色々と意見を交換する。 

 素材は何か。構造はどうなっているのか。封印発動手順や対象の任意選択の可否。形の見

えない『怨念』をどう察知するのか――様々な実験を行ったが、残念ながら効果や成果は得

られなかったのだ。 

「……本当に何も変化がないのかなぁ？」 

 ラセットが殺生石周りをぐるりと回って観察する。 

 様々な実験を行ったが、石に特に変化は見られない。相変わらずの陰気な色と、顔の部品

らしき物が見えるだけだ。 

「本当、どんなもので出来てるのかなこれ？ Ｑが知らないものって、結構ショックだよ？」 

 キューの【石知識】で解ったのは『魔族には良く解らない素材で出来ている石』という事

くらいであった。その素材というのも、皆目見当がつかない。 



「怨念、というのもよくわかりませんからね……少なくともポジティブなものではありま

せんけど」 

 ふわもことは程遠い石を見てサーリヤが呟く。 

「怨念、か……そうだな。瀕死の魔族、というと難しいけど、怪我をした魔族を連れてきた

らどうなるだろう？ そう言う実験はしていなかったはず」 

「確かに。それじゃあ実際に連れてきて、どうなるかを見てみよう」 

 ラセットの言葉で、キュー達は次の実験方針を固めるのであった。 

 

（担当マスター：高久高久） 
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▼EP-8：騒々魔界ブルシット★ブレイク 

【リーフ：8-0113】 

 

● 

 王都カダスは今、なんやかんやで大変な事になっている。 

 新しい魔王は天使の手羽先だし、かと思えば天使が大挙して攻めてくるっていうし、これ

ぞマッポーめいた魔界の世紀末で夢も希望もありゃしねえという有様――ではなかった。 

 寧ろ夢と希望に満ち溢れてキラッキラに輝いてやがるぜ！ なんてこったい！ 

 それもこれも全部、ネオ死ん世界党って奴等の仕業なんだ！ 

 

「しゃーいにーーーん！」 

 推死勝あいどるエルビィは遂に、この王都カダスの全域を己のステージにしてしまった。 

 もう待たない、これからは移動ステージで自らワタシをデリバリー！ 

 弾丸ツアーゲリラらいぶ、はっじまっるよー！ 

 

 どうしてそうなった？ 

 

「色々あって意気消沈した王都のみんなに元気になって貰うためアル！」 

 ルーちゃんが答える。 

「……というのも、まあ間違いではないアルね」 

 この重たい空気をどうにかしたいのは事実だ。しかし同時に王都ゲリラ Liveでネオ死ん

世界党とその党首の知名度を上げたい、ついでにグッズで金儲けしたいというのも事実。 

 

「そんなわけで、今回もまた僕らクラフターが大変な事になってるんだけどね」 

 リトス・シーニィが全く大変そうには見えない涼しげな顔で言う。 

「大変だけど寧ろ本望だよ、物作りでみんなを支えるのが僕らにとっての戦いだし」 

 張り切ってステージカーに改造したワイズマンのウ魔車は色とりどりのライトで豪勢に

デコられ、ついでに曳ウ魔のベル号にも衣装やアクセサリで目一杯のおめかしをさせてみ

た。 

 それにルーちゃん発案の「エナガヘッド計画」に必要な被り物や着ぐるみ、党首の衣装に

寄せて作った「なりきり変身セット」の大量生産。これらは無料で配られる上に、着てくれ

た人には特別セールやオーダーメイド品を格安で提供するサービスも予定している。 

「これを着て出歩く人が増えれば指名手配された姫くんの攪乱にもなるし、エナガワ団の

商品宣伝効果も抜群だよね」 

 もちろんお馴染みのマークを入れる事も忘れない。魔界の指名手配は今や、ステータスシ

ンボルと化している感さえあった。 



 そちらが一段落すれば、次はエルビィの推死勝用に PSY・リウムのレプリカや応援うちわ

などのグッズを作っていく。 

「エルビィくんの晴れ舞台なんだし、華やかにしたいからね。今回はこれも無料で配るんだ、

ライブの一体感を出したり、エルビィくんが敬愛してる魔族の姿を真似ようってことでね」 

 なおそれら全てを各 500 魔＄で売り捌こうとしている者がいる事など、職人気質のリト

スには考えも及ばなかった。 

 リトスが思い付く悪巧みといえば―― 

「あ、これは内緒だよ」 

 そっと後ろ手に隠したそれは、魔王のそれに似せた王冠だった。 

「魔王になるならない関係なしに、ボクが被ってるところ見たいんだ」 

 出来れば本物がいいけれど、それはまた今度。記憶を頼りに団員のイメージカラーの宝石

や自身から自然に割れ落ちた水晶などで飾り付けてある。 

「それに合わせて服も作って……うん、次に会う時に渡せるといいな」 

 

 ペルルドールは、エナガワ団グッズを満載したウ魔車で果ての市場に乗り入れた。 

 初めての商売に、比較的治安も良くエナガワ団の知名度も高いこの場所を選んだのは養

い親だ。サポート要員として自身の配下から数名を選んで同行させてくれたのも。本人は人

海戦術で出来る限り多くのエナガワ団グッズを流通させる為、と言っていたけれど。 

「どれでもひとつ 500 魔＄です」 

 自身もシ魔エナガの被り物を纏い、各種グッズを身に付けた広告塔となったペルルドー

ルは、指示された通りの値段を買い物客に告げる。交渉には一切応じない代わりに、実演を

して見せれば多くの人がお値段以上の価値を認めてくれた。 

「ありがとうございます。これからもどうぞご贔屓に」 

 そうして経験を積み、商売に慣れたら、次はいよいよ単独での行商だ。 

「あたしには天使と戦う力も、すごい頭脳もないけれど……できることがある」 

 好きな人のために。貧困で苦しんでいた自分をシ魔エナガの被り物を被った魔族が救っ

てくれたように、誰かにとっての救いになれる事を願って。 

「大事なお仕事、頑張ります」 

 とはいえ、ウ魔車を曳いてくれるウ魔や運搬の手伝いをしてくれるカカ・ポ、可愛いエナ

ガグッズとともに旅が出来るのだと思えば心も弾む。 

「黒い砂漠に、ガタトノーア……行った事のない場所ばかりです」 

 話には聞いているけれど、この目で見るのは初めてだ。 

 足取りも軽く各地を回りって商品を売り込み、売り捌き、ネオ死ん世界党の名を広めてい

く。 

 値段交渉には応じないが、小さくてあかぎれだらけの手が差し出されれば、そっと小さな

マスコットを握らせてやる事もある。 



（今度はあたしがシ魔エナガの使者になって、誰かを救う番） 

 自分一人では支えきれなくても、そこには|製造元のマークが《困った時にはここにおい

でと》記されているから。 

「シ魔エナガはきっと、あなたにも幸せをもたらしてくれますよ」 

 

（アーサーさんが悪者になったとか、お姫さんがしめいてはい？されたとか、てんし？がや

ってきたとか……オデには、難しいことはよくわかんないど……あ、|ネオン視界灯？《ネ

オ死ん世界党》っていうのにも入ったんだど） 

 ダムオックスは力自慢だ。だから頭を使うことはあまりない。 

（でも、いつだってお姫さんはオデの代わりに色々難しいことを考えてくれたど。オデを正

しいことに使ってくれているって、そう思ったど） 

 安心して舵取りを任せられたからこそ、ダムオックスはダムオックスのままでいられた。 

（だから、最後までオデはお姫さんを信じるんだど） 

 その姫は今、別の場所で戦っている。 

 ダムオックスの戦場は今ここだ。 

 リトスとその配下達、クラフトチームが作った物を全て積み込んで――え？ ライブ用

のステージカーがデコりすぎて重量オーバー？ 曳ウ魔のベルちゃんにも重すぎて曳けな

い？ 

「だったらオデが曳くど」 

 ステージカーにも荷物は詰める。寧ろその上で歌って踊れるステージ仕様なので、本体部

分は大きくて頑丈に出来ている。 

 キラキラのステージカーに荷物を満載して、ダムオックスは王都へと向かった。 

 

 その間にも豪華にデコった車体や、隣を歩くおめかしベルちゃん、周囲で歌って踊るルー

ちゃんやアイラ・ディスペルのパフォーマンスに惹かれて人々が続々と集まって来る。 

 彼等に向けて、ワイズマンの配下達が商魂逞しくグッズを売り込んで行く。 

 同時にワイズマン本人は推死勝グッズに身を固め、純粋なファンの一人としてイベント

の盛り上げに一役買っていた。 

「私もエルビィ様を推しているのですよ。心の拠り所があるというのは実に素晴らしい、幸

せな事でございますね」 

 その宣伝効果もあってか、一行が王城前の広場に到着する頃には、彼等を取り巻く集団は

エルビィのグッズを振り上げシ魔エナガヘッドとコスを纏った、ネオ死ん世界党強火担の

巣窟と化していた。 

 

 そして今、伝説の――始まる前から伝説となる事が約束されたライブが始まる。 

 



「生きる活力を同意なしに奪うなんて……それだけは許せません！」 

 どこからともなく、俺たちのエルビィの声が聞こえた。 

 キラッキラのステージカーの上には、まだ誰の姿もない。しかし！ 

「どうも、ネオ死ん世界党のエルビィです☆ミ」 

 車の背後から、エルビィがセルフで迫り上がって来る。その姿がライトに照らされたその

時、ピンクで可愛いキラキラあいどるがステージに飛び上がった。着地の衝撃にビクともし

ないステージカーは、流石のシ魔エナガ印である。 

 エルビィを挟んで両側に立つのは、ネオ死ん世界党のアイドルユニット『推死勝』所属の

ルーちゃんとアイラ。お揃い衣装で歌って踊ってファンサして、新たなムーブメントをブチ

上げる！ 

「へーい。お前ら天使にいい様にされて悔しくねーアルか？」 

 無表情で大人しい陰キャに見えたのも今は昔、ルーちゃんはトークで群衆を煽る。煽りま

くる。 

「このクソみたいな状況打開したいなら推死勝に、エルビィに付いてこいアル。そして自由

を掴み取るヨ」 

 両翼の一端を担うアイラはステージ経験二度目にして、未だにアイドルというものがよ

くわかっていない初心者枠。だがその初々しさが堪らないと推す声は多い。寧ろこの生まれ

たての雛を守り育て、いつの日か「彼女はワシが育てた」と言いたいが為に推す向きも多か

った。 

 だが動機は二の次、今は動悸と息切れで倒れるまで推し色の PSY・リウムを振り、うちわ

の風で熱き想いを届けるまでだ。推しがネオ死ん世界党に属するならば自身の所属変更も

躊躇わず、どこまでも追いかけて行く所存。あいどるの政治活動、良いじゃないか。これは

悪党がアイドルを利用しているのではない、アイドルが悪党を利用しているのだ。ネオ死ん

世界党が魔界の覇者となった暁にはアイラたんの持ち歌を魔界の国歌（？）に！ 

 という声も、あったとかなかったとか。なおアイラにはまだ、持ち歌はない。だが歌は嫌

いではないと言うから、ここで観客を魅せればソロ曲 GETも夢ではないかも？ 

「と、とにかく……任せられたことですから。頑張り、ます」 

「さぁ、心を一つにしてエルビィに……しゃいにーーん！！！」 

「しゃ、しゃいにーん……」 

 

 ＼＼しゃーいにーーーん！！／／ 

 

 その声に応え、エルビィは語りかける。 

「私は歌って踊って皆を推す事しかできません……でも、それが誰かの生きる力になる（|

かもしれない《小声》）限り、私は止まりません！」 

 太陽の加護の片鱗たる声と姿はこの機の為に。 



 弱体と無気力を払う音になると信じて。 

 自分の全てを駆使して。 

「私は今、王都中に歌います！」 

 その声に乗って。 

 その歌に乗って。 

 その笑顔に乗って。 

 熱狂の渦は加速していく。 

 

 推死勝の 3人を乗せたまま、ダムオックスに曳かれてステージカーは走る。 

 途中で何度か王都警備隊の妨害にも遭ったけれど、いち早く察したダムオックスがぶん

殴って追い返してくれた。 

 否定も拒絶も妨害も、全てを乗り越え王都全体に歌と踊りと推し力を届ける為に。これま

での王都での活動で得てきたファンと、今ここで生まれた新しいファン、特にファンではな

いけれど「なんかいいな」と思ってくれた誰か。彼らと共に王都を駆け巡りながら、エルビ

ィは加護の片鱗と共に歌い舞い、声を届ける。 

 未だ片鱗たる加護に願ったのは、歌声と推死勝による天使の弱体結界の打ち消し。それが

叶えられた感触はないけれど、ライブの盛り上がりは結界の効果を打ち消して余りあるよ

うに感じられた。 

「皆さん、輝いていますね！ とても良いですっ☆ミ」 

 王都の全域で歌い終えたら、皆で電波塔を目指してみるのも良いかもしれない。 

（怠惰の歌を流す方が居るなら、生命賛歌を届ける魔族が居たって良いじゃないですか？） 

 

 ツアーの道中では、ルーちゃんがファン以外の王都民にもエナガセットを配って（有料）

勢力の拡大を図っていた。 

「天使がなんだー！」 

「魔族を|無礼《ナメ》るなー！」 

「推死しか勝たーん！」 

「しゃいにーん！」 

 ますます膨れ上がった群衆を導き、ルーちゃんは再び王城前へと戻って来た。 

 その手にはいつの間にか、可愛らしいネオ死ん世界党党首の姿がデカデカと描かれた旗

が握られている。 

「お前ら覚悟はキメたアルか！ これから王城に凸るアルよ！」 

「「「おおーーーっ！！！」」」 

 主に野太い声が、群衆の中から元気に返って来た。 

 

「王杖が理不尽の象徴……？」 



 アイラの耳にそんな噂が飛び込んだ瞬間、纏う空気ががらりと変わった。口調も変わった。 

「なるほど、奪えというのですか……いい、とてもイイですネ。ふふ、キャハハハハハっ！」 

 目標、再設定。ターゲットは王杖。 

 ダムオックスが召喚した土壁を足場に、アイラは城壁の中へ飛び込んで行った。 

 その姿から周囲の目を逸らす為、ダムオックスはその場で暴れ散らす。正義のアルカナが、

友を助ける力となった。 

 だが、二人ともまだ知らない――王杖が今、そこには無い事を。 

 

「今回も良いライブでしたね」 

 全てを見届けたワイズマンは、満ち足りた気分で自分の仕事に取り掛かった。 

 王都の空気は確実に変わった。グッズの売り上げも上々、ネオ死ん世界党とエナガワ団の

知名度も鰻登り。ならば次は――造幣局を説得し貨幣の顔に救世主を！ 

「今度は冗談とは言わせませんよ」 

 デビルらしい狡猾そうな笑みを浮かべ、ワイズマンは造幣局へと歩を進める――尤も、そ

の表情はシ魔エナガの被り物に隠されて見えなかったけれど。 

 が、数歩も行かないうちにワイズマンは知った顔に呼び止められた。 

「そこのシ魔エナガ」 

 造幣局の局員だ。それも、それなりの決定権を持つ魔族である。 

 ライブの成功が功を奏し、この盛り上がりが造幣局を動かしたか。 

（これは遂に……！？） 

 思わず緩みそうになった頬を引き締め、ワイズマンは平静を装って男と相対した。装いき

れていなかった気もするが、こんな時にも被り物は重宝する。 

「おや、私に何かご用でしょうか」 

 わざと突き放すように応えてみれば、相手は小声で囁いた。 

「然るべき場所で話がしたい」 

 

 ネオ死ん世界党党首の名代として、ワイズマンは説いた。 

「既に大勢は決しました」 

 この期に及んで、天使に与するアーサーを魔王と認める者はいないだろう。 

「我らネオ死ん世界党は、戦後も平和的に王都の内政機能を維持したい意向です――造幣

局や職員、貨幣経済の為にも」 

 迷いのない言葉に、局員の顔から不安の色が薄れた。 

「いいでしょう。もしもことが成ったなら――」 

 

 その後、シ魔エナガ柄の硬貨を目にした魔族達は知ることになる。 

 アーサーや天使達の完全なる敗北を。 



 

（担当マスター：STANZA） 

 

 

【獲得勲章スキル】 

シ魔エナガの宣教者★★ 

 

【悪運】 

66 → 59 

 

＊＊＊ 

 

 王城へと突き進む、魔族たちの姿があった。 

 その中に、不審な集団がいた。 

「天使は出ていけー！」 

「「「「チュリィ！ チュリィ！」」」」 

「王城は魔族のものだー！」 

「「「「チュリリリリリ！！」」」」 

「チュリィは最高！」 

「「「「チュリッ！ チュリッ！ チュリリリ！」」」」 

 不審と言うよりは異様であった。ルーちゃんのコールに、聞きなれぬレスポンスを返し、

突き進むはシ魔エナガ狂いのようにしか見えぬ集団である。その中には、幼い魔族やカカ・

ポやウ魔も含まれている。 

 集団の名はラ・チュリエーズ。 

「そちらの方もいかがですか？ シ魔エナガはきっと、あなたにも幸せをもたらしてく

れますよ」 

 集団を先導するルーちゃんを追いかけるのはペルルドールだ。何事かと大通りを覗く

魔族たちを見つけると、素早く近づき“シ魔エナガ”グッズを売り込んでいく。 

 ルーちゃんの指揮と、集団の熱気、そして献身的なペルルドールの営業によって、ラ・

チュリエーズは徐々に数を増していく。 

「出遅れるななのね！ 今こそ好機！ 天使たちやアーサー達に僕らの力を見せる時な

のね！」 

 ルーちゃんやペルルドールに出遅れまいと、ゴシュユ・ルトゥーチが声を張り上げ、駆

け回る。その背後に続くのは、『反死ん魔王コミュニティ』改め『魔星同盟』。 

 王都に潜伏していた、反乱の徒だ。 

「進め、進め！ 敵は魔王城に在りなのね！」 



 ゴシュユの鼓舞に応えるように、反乱の徒は吠え猛る。その手には武器を、武器を持た

ぬ者は箒や農具を。 

 これから向かう先が死地であると言うのに、彼らの顔は晴れやかだった。 

 『ラ・チュリエーズ』に『魔星同盟』、それから『戦う楽団』もいる。先に行動を開始

した『カカ・ポ奇兵隊』や『対アーサー対策本部』たちもいる。 

 王都の各地で……否、魔界の全土で反乱の御旗を掲げた幾つもの集団。それらが一斉に、

王城に向けて行軍を始めた。 

 


